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第 ２ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

平成27年６月30日(火曜日) 

            午前10時１分開議 

            午後０時24分休憩 

            午後１時８分開議 

            午後２時38分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 平成27年度主要事業等説明 

 議案第１号 平成27年度熊本県一般会計補 

正予算（第２号） 

議案第23号 専決処分の報告及び承認につ

  いて 

 議案第24号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

 報告第１号 平成26年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についての

うち 

 報告第８号 専決処分の報告について 

 報告第12号 家庭教育支援の推進に関する

施策の報告について 

 閉会中の継続審査事件（所管事務調査）に

ついて 

   ――――――――――――――― 

出席委員(８人) 

        委 員 長 内 野 幸 喜 

        副委員長 早 田 順 一 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 荒 木 章 博 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 末 松 直 洋 

        委  員 髙 島 和 男 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし)  

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 田 崎 龍 一 

教育理事 金 子 徳 政 

総括審議員兼教育指導局長 上 川 幸 俊 

教育総務局長 吉 田 勝 也 

教育政策課長 田 村 真 一 

学校人事課長 國 武 愼一郎 

社会教育課長 福 澤 光 祐 

文化課長 手 島 伸 介 

        施設課長 西 川 哲 治 

      高校教育課長 越 猪 浩 樹 

政策監兼高校整備推進室長 手 島 和 生 

義務教育課長 浦 川 健一郎 

特別支援教育課長 栗 原 和 弘 

人権同和教育課長 古 澤 広 義 

体育保健課長 平 田 浩 一 

警察本部 

本部長 田 中 勝 也 

警務部長 黒 川 浩 一 

生活安全部長 佐 藤 正 泉 

刑事部長 池 部 正 剛 

交通部長 髙 山 広 行 

警備部長 中 島 恵 一 

首席監察官 甲 斐 利 美 

参事官兼警務課長 林   修 一 

参事官兼会計課長 松 岡 範 俊 

理事官兼総務課長 熊 川 誠 吾 

参事官兼生活安全企画課長 春 野 慎 治 

参事官兼刑事企画課長 杉 村 武 治 

参事官兼交通企画課長 岩 本 信 行 

理事官兼交通規制課長 木 庭 俊 昭 

参事官兼警備第一課長 石 原 裕 洋 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 甲 斐   博 

     政務調査課主幹 池 田 清 隆 
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――――――――――――――― 

  午前10時１分開会 

〇内野幸喜委員長 それでは、ただいまから

第２回教育警察常任委員会を開会いたしま

す。 

 開会に当たりまして、一言御挨拶申し上げ

ます。 

 皆さん、おはようございます。さきの常任

委員会におきまして委員長に選任をいただき

ました内野幸喜と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 教育、警察両分野とも、県民の皆様方は非

常に関心が高い分野です。ぜひ、この委員会

で活発な議論そして審議を行い、充実した、

そして両分野の充実発展につなげていただけ

ればというふうに思います。 

 ぜひ、この１年間委員の皆様方、執行部の

皆様方、御協力のほどをよろしくお願いいた

します。１年間どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、早田副委員長から挨拶をお願

いいたします。 

 

〇早田順一副委員長 皆さん、おはようござ

います。 

 同じく、さきの委員会におきまして副委員

長に選任をされました早田でございます。 

 内野委員長をしっかりとお支えし、そして

また執行部の皆さん、そして委員の皆様方の

御協力を得ながらスムーズな委員会の運営が

できますように、しっかりと心がけてまいり

ますので、どうぞ皆様方の御協力をよろしく

お願い申し上げます。 

 お世話になります。 

 

〇内野幸喜委員長 本日の委員会は、執行部

を交えての初めての委員会でありますので、

執行部の幹部職員の自己紹介をお願いしま

す。 

 なお、自己紹介は課長以上にお願いし、審

議員、課長補佐につきましては、お手元の委

員会資料の幹部職員名簿で御承知いただきた

いと思います。 

 それでは、教育委員会田崎教育長から順次

お願いします。 

  （田崎教育長、金子教育理事～平田体育

   保健課長の順に自己紹介） 

 

〇内野幸喜委員長 次に、警察本部の自己紹

介をお願いします。 

  （田中本部長、黒川警務部長～星原機動

   隊長の順に自己紹介） 

 

〇内野幸喜委員長 １年間このメンバーで審

議を行いますので、よろしくお願いします。

 それでは、教育委員会、警察本部の順に主

要事業等の説明に入りますが、質疑について

は執行部の説明終了後一括して受けたいと思

います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るため、最初に一度立っていただいた後、説

明は着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは教育長から、付託議案等も含めて

総括説明をお願いし、続いて各担当課長から

主要事業について資料に従い順次説明をお願

いします。 

 初めに、田崎教育長。 

 

〇田崎教育長 議案の説明等に先立ちまし

て、一言御挨拶を申し上げます。 

 さきの県議会議員選挙におきまして御当選

されました先生方、まことにおめでとうござ

います。心らお喜び申し上げますとともに、

教育委員会施策の推進につきまして、今後と

もなお一層の御支援、御協力を賜りますよ

う、心よりお願い申し上げます。 

 着座にて説明をさせていただきます。 

 県教育委員会では、昨年３月に策定いたし

ました第２期くまもと「夢への架け橋」教育

プランのもと、今年度は特に重点的に取り組
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むものといたしまして、「グローバル人材を

育成する」「生きる力の基礎を育む」「いじめ

や不登校などに的確に対応する」「特別支援

教育のニーズに応える」の４つの施策を掲げ

ております。例えば「グローバル人材を育成

する」では、平成32年度の小学校での英語教

科化に先駆けまして、本県独自の教材といた

しまして「Ｉ ＣＡＮ ＤＯ ＩＴ！ Ｊｕ

ｎｉｏｒ」の作成等を行うこととしておりま

す。そのほか「生きる力の基礎を育む」「い

じめや不登校などに的確に対応する」「特別

支援教育のニーズに応える」につきまして

も、さまざまな取り組みを進めてまいりま

す。 

 後ほど、主な施策で御説明をさせていただ

きます。 

 これらによりまして、引き続き教育プラン

に沿って子どもたちの夢をかなえる取り組み

を推進してまいります。 

 次に、今議会に提案申し上げております教

育委員会関係議案の概要につきまして、御説

明をいたします。 

 まず、議案第１号平成27年度熊本県一般会

計補正予算(第２号)でございます。高校教育

課及び体育保健課の一般会計に係る事業につ

きまして、626万円余の増額補正をお願いし

ております。 

 次に、報告第１号平成26年度熊本県一般会

計繰越明許費繰越計算書の報告についてで

す。繰越額は、総額６億9,016万円余で、主

な内容といたしましては、高等学校施設整備

事業費、高等学校校舎新増改築事業費等とな

っております。 

 次に、条例等議案でございます。 

 議案第23号は、熊本県育英資金貸付金の支

払請求に係る訴えの提起にかかるものでござ

います。 

 次に、報告第12号は、くまもと家庭教育支

援条例の規定に基づく平成27年度の熊本県に

おきます家庭教育支援の推進に関する施策の

報告でございます。 

 この後は、本年度教育委員会が取り組みま

す主要事業等及び今議会に提案されておりま

す議案等につきまして、担当課長から説明を

させますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

 

〇田村教育政策課長 教育政策課でございま

す。着座にて御説明させていただきます。 

 お手元の資料、平成27年度主要事業及び新

規事業をごらんいただきたいと思います。 

 まず、１ページ目から８ページ目までにつ

きましては、教育委員会の組織機構や分掌事

務でございます。説明は省略させていただき

ます。 

 次に、９ページをお願いいたします。 

 教育委員会全体の平成27年度当初予算総括

表でございます。 

 一般会計予算は、総額1,557億900万円余と

なり、前年度比で３億300万円余の減となっ

ております。これは、主に県立図書館や県立

体育館の改修費の減によるものでございま

す。 

 各課別の内訳は、表のとおりでございま

す。 

 一般会計に熊本県立高等学校実習資金特別

会計及び熊本県育英資金等貸与特別会計の２

つの特別会計を加えました当初予算総額は、

1,573億6,400万円余となりまして、前年度比

で３億100万円余の減となっております。 

 この後、各課から主要事業及び新規事業を

説明いたします。 

 初めに、教育政策課でございます。 

 10ページをお願いいたします。 

 まず、教育振興基本計画推進事業でござい

ます。 

 平成26年３月に策定いたしました、第２期

くまもと「夢への架け橋」教育プランの進捗

状況を広く県民に周知するとともに、計画の

推進を図るものでございます。 
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 事業内容といたしましては、１の第２期く

まもと「夢への架け橋」教育プラン推進委員

会を開催し、計画の進捗状況への意見を求め

たり、２の進捗状況のリーフレットの作成や

ホームページによる周知を図ってまいりま

す。 

 また、３の「くまもと教育の日」の取り組

みや、４の知事の出前ゼミなどを実施するも

のでございます。 

 次に、11ページをお願いいたします。 

 学校改革プロジェクト支援事業でございま

す。 

 学校におきますさまざまな課題解決のため

に、教職員が生徒と向き合う時間を確保し、

より教育効果を高めるための学校改革を推進

するものでございます。 

 事業内容といたしまして、２の(1)、(2)に

つきましては、昨年度からのモデル校10校の

学校改革への支援、(3)では、その成果を報

告会やホームページで公表するものでござい

ます。 

 また、(4)といたしまして、このモデル校

での成果をそれ以外の学校へ広げるための方

策を検討してまいります。 

 次に、12ページをお願いいたします。 

 熊本県教育情報化推進事業でございます。 

 事業目的にありますとおり、ＩＣＴいわゆ

る情報通信技術を活用しました教育活動全般

における情報化を推進するものでございま

す。 

 事業内容といたしましては、１のＩＣＴを

活用しました「未来の学校」創造プロジェク

トにおきまして、タブレットパソコンなどを

使いましたＩＣＴ活用の教育効果について調

査研究を進めてまいります。 

 ２の、ＩＣＴを活用した教育活動を支援す

る取り組みにつきましては、県内３カ所を予

定しておりますワークショップなどを開催す

るものでございます。 

 ３の、情報モラル・情報安全教育の充実に

つきましては、学校非公式サイトのネットパ

トロールなどを行うものでございます。 

 ４の、ＩＣＴ機器やネットワーク等の情報

環境の整備につきましては、県立学校におき

ますネットワークの運用等によります情報環

境の整備を行うものでございます。 

 次に、13ページをお願いいたします。 

 上段の教職員福利厚生事業は、公立学校共

済組合熊本支部が行う人間ドック及びメンタ

ルヘルスなどの福利厚生事業に対しまして、

公立学校共済組合熊本支部に補助金を交付す

るものでございます。 

 下段の、教職員住宅建設償還金及び財産処

分費は、教職員住宅の維持管理を行うもので

ございまして、事業内容１の、平成８年度か

ら13年度までに建設しました住宅に係る償還

金や、２の、廃止教職員住宅の売却手続に要

する経費でございます。 

 教育政策課は、以上でございます。よろし

くお願いいたします。 

 

〇國武学校人事課長 学校人事課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料は、14ページをお願いいたしま

す。 

 まず、教員の指導力向上事業でございま

す。事業目的にありますスーパーティーチャ

ーは、学校教育法上は指導教諭と規定されて

いますが、公開授業のほか他の教諭等の授業

の観察や研修会の開催などを通じまして、所

属校だけでなく他校の教員に指導・助言を行

うことにより、人材育成と教員全体の指導力

の向上を図るものでございます。 

 スーパーティーチャーの配置につきまして

は昨年度から実施しておりまして、本年度は

表のとおり10人を配置いたしております。 

 次に、15ページをお願いいたします。 

 上段につきましては、事業名は公立高等学

校授業料徴収等事業でございますが、事業目

的にありますとおり、授業料に充てるため就
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学支援金を支給することにより、教育に係る

経済的負担の軽減を図るものでございます。 

 事業内容は、保護者等の収入に照らして、

授業料と同額の就学支援金を交付するととも

に、交付対象外の生徒の授業料につきまし

て、金融機関に徴収等に関する事務を委託す

るものでございます。 

 予算額22億8,300万円余は全額国庫負担金

で、このうち就学支援金が22億3,500万円余

と、予算額の大半を占めております。 

 下段の教育サポート事業につきましては、

事業目的ですが、退職教員等の知識や経験を

活用し、教育支援体制の充実を図るものでご

ざいます。 

 事業内容は２つございまして、１の小中学

校サポーターは、教室外登校者の学習指導

や、問題行動のある児童生徒の支援、発達障

害のある児童生徒の学習支援などを行うもの

でございます。 

 ２の特別支援学校サポーターは、重度重複

障害を有する児童生徒の食事、排せつ、教室

の移動などの支援を行うものでございます。 

 学校人事課は以上です。よろしくお願いい

たします。 

 

〇福澤社会教育課長 社会教育課でございま

す。着座にて御説明させていただきます。 

 説明資料の16ページをお願いいたします。 

 上段の、くまもと家庭教育支援条例に基づ

く家庭教育支援の推進でございます。 

 主な事業内容として、４のとおり、くまも

と「親の学び」プログラム講座を開催いたし

まして、プログラムの普及啓発を推進すると

ともに、新規事業といたしまして７と８のと

おり、幼稚園、保育園及び高等学校に指定校

を位置づけまして、家庭教育支援に関するモ

デル事業を行うものでございます。 

 また、９では社会教育関係団体に親子同士

の学びやコミュニケーションづくりを委託し

てまいります。 

 下段の子どもの読書活動の推進は、昨年改

訂いたしました第３次の熊本県子どもの読書

活動推進計画に基づき、子どもの読書活動の

推進とその支援に取り組むものでございま

す。 

 次に、17ページをお願いいたします。 

 地域の寺子屋(学校・家庭・地域の連携)の

推進は、子どもたちの学習活動、体験活動の

場となる地域の寺子屋を、地域の教育力を活

用して県全体に拡充していくために引き続き

取り組むものでございます。特に新規事業で

ある、４の「地域未来塾」は、さまざまな事

情により家庭での学習が困難であったり、学

習習慣が十分に身についていなかったりする

小中学校生を対象に、放課後、土曜日や夏休

みなどに、大学生や教員ＯＢなど地域住民の

協力を得て学習支援に取り組むものでござい

ます。 

 次に、18ページをお願いいたします。 

 「熊本の心」活用推進事業でございます。

既に、県内全ての小中学校で使用されており

ます道徳教育用郷土資料である「熊本の心」

は、熊本の生んだ偉人、自然や伝統文化を知

ることができると好評を得ております。この

資料を、学校にとどまらず社会教育の場面で

も広く活用・普及し、郷土熊本を知り、熊本

を愛する県民運動につなげていこうとするも

のでございます。 

 最後に、19ページをお願いいたします。 

 くまもと文学・歴史館整備事業でございま

す。 

 現在の熊本近代文学館は、現在、全面改修

に伴い閉館中でございますが、リニューアル

後は近代文学館としての活動実績を着実に承

継するとともに、県立図書館が所蔵いたしま

す古文書等の歴史に関する貴重資料を加えて

展示し、子どもたちにもわかりやすく情報発

信できるよう、知の拠点としての施設の充実

を図るものでございます。 

 なお、平成28年１月の開館を予定してお
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り、平成27年度は施設改修工事とあわせまし

て、「くまもと文学・歴史館」の新たな役割

や機能について、講演会や講座等を活用して

積極的に周知してまいります。 

 社会教育課は以上でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

〇手島文化課長 文化課でございます。よろ

しくお願いいたします。着座にて御説明させ

ていただきます。 

 20ページをお願いいたします。 

 新規事業の、日本遺産による文化財群魅力

発信支援事業でございます。本事業は、事業

目的にありますように、日本遺産に取り組む

市町村などを支援するとともに、文化財の保

存と活用を推進し、地域の活性化に寄与する

ことを目指しております。 

 参考といたしまして、日本遺産の概要をこ

こに示させていただいております。 

 本年４月24日に人吉・球磨地域を含む18件

が、初めて日本遺産に認定されました。そし

て昨日でございますが、下村大臣から認定書

の交付が行われたところでございます。認定

によって、情報発信や普及啓発などにつきま

して、国の支援を受けることが可能となって

おります。 

 そこで、県といたしましても事業内容にし

るしておりますように、１、日本遺産推進指

導事業によりまして日本遺産に認定された人

吉・球磨地域の効果的な事業の推進の支援

や、国が2020年度までに100件程度の認定を

考えておりますことから、人吉・球磨地域以

外の地域におきます日本遺産認定に向けた取

り組みを支援してまいります。 

 また、２の日本遺産推進調査等事業といた

しまして、日本遺産ストーリーの構成文化財

等を充実させるため、人吉・球磨地域の未指

定文化財の学術調査や新たに指定されました

市町村文化財の修理経費の補助などを行うも

のでございます。 

 このような取り組みによりまして、日本遺

産認定を契機にして文化財の保存と活用を図

ってまいりたいと考えております。 

 次に、21ページをお願いいたします。 

 鞠智城整備事業でございます。鞠智城につ

いて特別史跡の指定に向けた取り組みなどを

行い、国営公園化の推進に資することを目的

としております。 

 事業内容の歴史公園整備事業の堀切門地区

遺構崩壊防止工事の実施に加えまして、事業

内容２の特別史跡指定推進事業では、これま

での発掘調査の成果を総括した総合報告書で

明らかになりました鞠智城の歴史的・学術的

価値を広く示し認知度を向上させ、機運醸成

を図ってまいります。 

 具体的には、若手研究者の論文募集事業、

東京シンポジウムの開催、リーフレット作

成、古代山城に関する研究会開催の事業など

を展開してまいりたいと考えております。 

 次に、22ページをお願いいたします。 

 細川コレクション永青文庫推進事業でござ

います。本県の文化・芸術の発展や観光振興

に寄与することを目的に、公益財団法人永青

文庫が所蔵いたします美術品などを、県立美

術館の細川コレクション永青文庫常設展示室

に展示するとともに、永青文庫からの預かり

品の調査、研究、修復や広報啓発事業を通し

まして、県内外への情報発信に努めてまいり

たいと考えております。 

 事業内容の主なものを御説明いたします。 

１、展覧会事業等として、ここにあるように

計３回の企画展を開催いたします。また、日

本遺産認定と連動した特別展として「ほとけ

の里と相良の名宝展」を企画しております。 

 事業内容の２、修復事業では、永青文庫の

預かり品を企画展示に活用するため修復を行

ものでございます。 

 また、３、調査事業では、一昨年細川家文

書が国の重要文化財に指定になり、美術館で

も「信長の手紙」と題した展覧会で好評を博
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しましたけども、熊大等で文書解読などを行

うものでございます。 

 次に、23ページをお願いいたします。 

 県立美術館本館改修整備事業でございま

す。 

 昭和51年の開館から39年が経過いたしまし

た県立美術館本館について、老朽化した施設

設備の改修を行うことで長寿命化などを図

り、良好な展示環境及び所蔵品の保管環境を

確保することとしております。 

 主な工事内容予定にございますように、平

成27年度は主にホール等の防水工事と、平成

28年度に施工する分の設計を行うこととして

おり、今後とも計画的に改修を進めてまいり

たいと考えております。 

 文化課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

〇西川施設課長 施設課でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 説明資料の24ページをお願いします。 

 校舎新増改築事業といたしまして、17億

8,534万1,000円を計上いたしております。 

 事業の概要でございますが、この事業は、

県立高等学校の安全性を確保し、施設の整

備、充実を図るため、老朽危険施設の改築等

を行うものでございます。 

 平成27年度は、事業内容の１の翔陽高校実

習棟改築事業、２の高森高校校舎改築事業、

３の熊本工業高校実習棟改築事業を実施して

まいります。 

 また、４の新規の小川工業高校実習棟改築

事業につきましては、事業実施に向けた検討

を行うため、基本構想の設計委託を実施して

まいります。 

 施設課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

〇越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 25ページをお願いいたします。 

 熊本県育英資金貸与事業でございます。本

事業は、勉学の意欲がありながら経済的理由

により就学困難な学生、生徒に対して教育の

機会均等を図り、将来、社会に貢献し得る人

材を育成するために育英資金を貸与するもの

でございます。平成27年度は、全体で4,628

名に対し約13億円余の貸与を見込んでござい

ます。 

 なお、本事業の財源となる返還金の徴収に

つきましては、平成22年度から長期滞納者に

対する法的措置を含む徹底した未収金対策に

取り組むとともに、初期滞納者に重点を置い

た文書や電話等による催告を行っておりま

す。 

 次に、下段をお願いします。 

 奨学のための給付金事業でございます。本

事業は、平成26年度に創設されたもので、低

所得者層の教育費負担の軽減を図ることによ

り、経済的理由により就学困難な子どもの教

育の機会を確保し、貧困の連鎖を断ち切るこ

とを目的としております。市町村民税非課税

世帯に対し、授業料以外の教育費、教科書

代、教材費等を支援するため給付金を給付す

るもので、今年度は学年進行により対象者が

１、２年生に拡大し、通信制について生活保

護受給世帯を補助対象に新たに追加するな

ど、低所得世帯へのさらなる教育費負担の軽

減を図っております。 

 なお、平成27年度は、約4,700名を対象に

約３億5,000万円の給付を予定しておりま

す。 

 26ページをお願いいたします。 

 まず、県立学校いじめ・不登校等対策事業

でございます。 

 本事業は、悩みを抱える生徒や保護者、教

職員に対し、専門的知識に基づいたカウンセ

リングやソーシャルワークを実施し、いじめ

や不登校等の生徒指導上の諸問題の積極的予

防及び解消を図ることを目的に実施します。 



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成27年６月30日) 

 - 8 - 

 スクールカウンセラーの配置についてです

が、分校３校を含む全ての県立高校54校にス

クールカウンセラーを各１名配置し、生徒、

保護者や教員等の相談、助言等を行い、生徒

等の心の問題の改善、解決、いじめや不登校

等の課題解決を図ってまいります。 

 ２、スクールソーシャルワーカーの配置に

つきましては、県北、県央、県南、天草の各

１校拠点校を指定し、スクールソーシャルワ

ーカーを各１名配置し、学校、家庭、関係機

関等との連携を図り、各関係者が協働しなが

ら、子供を取り巻く環境等を改善するととも

に、本人の課題に対処する力を高めるための

システムづくりを行ってまいります。 

 27ページをお願いします。 

 いじめ防止対策推進事業でございます。 

 いじめ防止対策推進法及び熊本県いじめ防

止基本方針に基づき、いじめの防止等のた

め、県及び県教育委員会、学校における環境

整備を総合的に推進するための事業になりま

す。 

 まず、１、熊本県いじめ問題対策連絡協議

会ですが、関係機関及び団体の連携を通し

て、いじめの防止等に向けた取り組みの充実

を図ってまいります。 

 ２、熊本県いじめ防止対策審議会は、県教

育委員会に設置する付属機関で、いじめの防

止等のための調査・研究等や有効な対策の審

議等を行います。 

 ３、いじめの防止等の対策のための組織

は、各県立学校に常設する組織で、心理、福

祉等に関する専門家を招聘し、いじめの防止

等の対策に取り組みます。 

 ４、学校調査委員会は、いじめによる重大

な事態が発生した場合、県立高校に学校調査

委員会を設置し、県教育委員会から外部の専

門家等を派遣し、学校と一体となって調査を

行います。 

 最後に、いじめ問題等緊急支援事業です

が、学校及び市町村教育委員会だけでは解決

が困難ないじめ等の生徒指導上の問題行動等

に対応するため、外部の専門家等から成る支

援チームを市町村教育委員会及び学校に派遣

する事業でございます。 

 次に、28ページをごらんください。 

 いじめ未然防止推進事業でございますが、

学校、家庭及び地域が相互に補完し合いなが

ら、地域ぐるみでいじめを許さない、学校・

学級づくりの機運を高めるため、シンポジウ

ムや高校生会議を実施してまいります。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 外部専門機関と連携した英語指導力向上事

業でございます。 

 これは、国の中央研修の修了者が英語教育

推進リーダーとして中核教員への研修の講師

を務めるなど研修の体系化を図り、英語教員

の指導力等の向上を図るものでございます。 

 続きまして、29ページをお願いいたしま

す。 

 スーパーグローバルハイスクール推進事業

でございます。国からスーパーグローバルハ

イスクールの指定を受けた高等学校等が、国

際化を進める国内外の大学や企業、国際機関

等と連携を図り、生徒が外国語、特に英語を

使用して行う活動の充実や、先進的な人文科

学、社会科学等の教育の重点化に取り組み、

その指定校が行う質の高いカリキュラムの開

発・実践や体制整備を支援することを目的と

した事業でございます。 

 平成27年度は昨年度から引き続き済々黌高

等学校が指定を受け、環境問題をテーマとし

た課題研究や英語によるディベート講座に取

り組んでおり、今年度はドイツへの研修旅行

も実施する計画でございます。 

 続いて、下段をお願いいたします。 

 熊本県州立モンタナ大学高校生派遣事業で

ございます。グローバル人材を育成するため

に、県内高校生を昨年の15名から30名に倍増

させ、アメリカ・モンタナ州にあります州立

モンタナ大学に約２週間派遣し、異文化に触
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れながら海外で学ぶすばらしさを肌で感じさ

せるとともに、英語運用能力の向上に向けて

集中的な研修を受講させます。あわせて、引

率の英語教師３名に英語教授法の研修を受講

させ、本県英語教育の充実を目指すととも

に、県が推進しております州立モンタナ大学

や海外大学への進学者の拡充を目指す事業で

ございます。 

 続きまして、30ページをお願いいたしま

す。 

 高校生海外修学旅行促進事業でございま

す。 

 本事業は、昨年度から引き続きの事業にな

ります。 

 事業目的にございますように、旅行予定地

であります台湾への海外修学旅行を検討して

いる県立高等学校において、学校の職員及び

保護者代表を派遣し、旅行予定地の事前調査

を行い、その成果を普及させることにより、

県内高等学校の海外修学旅行を促進し、国際

的な感覚を身につけたグローバルな人材育成

環境を充実させるものでございます。 

 続いて、下段をお願いします。 

 高校生キャリアサポート事業でございま

す。 

 本事業は、事業目的にございますように、

県立高校にキャリアサポーターを配置し、求

人開拓や進路相談等による高校生の就職支援

を行うものでございます。 

 平成27年度は、昨年度と同様に20人を県立

高校33校へ配置しております。 

 次に、31ページをお願いいたします。 

 就農教育連携支援事業でございます。 

 本事業は、農業関係高校と行政機関、地域

農業界とが連携・協働し、農業を担う人材の

確保・育成を図るものでございます。 

 具体的な事業としましては、県内農業関係

高校13校が就農教育プログラムを作成し、外

部人材を活用した講演、講習会、先進農業経

営の視察研修や現場実習、地域と連携した共

同研究などを実施いたします。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 就業支援プロジェクトでございます。 

 本事業は、事業目的にございますように、

生徒の専門性の深化、進路目標の確立を図る

ことを目的に、熟練技能者等を工業関係高校

や農業関係高校など専門高校に派遣し、講習

会を通して、授業では取得できない技術の実

技指導を行い、生徒の実践的な技術、技能の

習得を目指すものでございます。 

 続きまして、32ページをお願いします。 

 実習船熊本丸代船建造事業でございます。

本事業は、新規事業でございます。 

 苓洋高校の実習船熊本丸は、竣工から17年

目を迎えており、安全性や教育効果の高い実

習船教育を行うためには代船の建造が必要で

あるため、平成31年３月の定期ドックまでに

は建造できるように取り組んでおります。そ

のため、今年度は水産系の大学教授や地元漁

業者の代表による有識者会議を開催し、来年

度の設計に向けた基本計画書の作成を行うも

のでございます。 

 続きまして、下段をお願いいたします。 

 御所浦高校生通学支援事業は、御所浦振興

事業の一環の新規事業で、御所浦地域から天

草市内の高校へ通学する生徒の通学費を無料

化するための事業でございます。 

 天草市が保護者に対して定期券代の総額を

負担する事業を実施しておりますが、その２

分の１について県が補助するものでございま

す。 

 次に、33ページをお願いいたします。 

 最後に、県立高等学校教育整備推進事業等

でございます。 

 高校再編関係の事業につきましては、複数

の事業予算に分かれておりますので、このよ

うにまとめて記載しております。 

 資料右側の事業内容でございますが、１点

目としては県立高等学校再編整備等基本計画

で後期の再編対象としている球磨地域につい
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て、平成26年度末に策定した後期実施計画球

磨地域に基づきまして、新設高校の開設準備

を進めてまいります。 

 ２点目として、前期、中期、後期の再編整

備に伴う新設高校の円滑な運営ができますよ

う、上天草高校や矢部高校等に通学する生徒

への通学支援や跡地の利活用についての検討

等を行ってまいります。 

 高校教育課は、以上でございます。よろし

くお願いいたします。 

 

〇浦川義務教育課長 義務教育課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 34ページの上段をお願いいたします。 

 学力向上推進事業でございます。 

 本事業は、本県における児童生徒の学力向

上を図るための事業でございます。 

 事業内容としましては、熊本県学力調査

「ゆうチャレンジ」等の開発実施などによ

り、本県児童生徒の学力の課題解決に向けた

取り組みの推進を図るものでございます。 

 下段をお願いいたします。 

 道徳教育総合支援事業でございます。 

 本事業は、伝統と文化を尊重する心や、我

が国と郷土を愛する心の育成を目指し、本県

独自の道徳教育用郷土資料「熊本の心」の活

用を図るとともに、教師の指導力の向上及び

学校、家庭、地域が連携した道徳教育の推進

を図るものです。 

 事業内容１及び２についてですが、国にお

いては、平成30年度から小学校で、平成31年

度から中学校で、一斉に道徳が教科化されま

すが、本県におきましては、来年度から全て

の小中学校で特別の教科道徳の趣旨内容を踏

まえた授業の実施を目指し、有識者による検

討会議を立ち上げるとともに、県内全ての小

中学校の道徳教育推進教師を対象とした研修

会を実施いたします。 

 また、３についてですが、「熊本の心」を

題材としたテレビ番組を制作・放送し、その

番組を収録したＤＶＤを県内小中学校等に配

布することにより、家庭や地域も含め県民全

体に広く周知するとともに、道徳の時間等に

おける「熊本の心」の一層の活用推進を図る

ものです。 

 35ページの上段をお願いいたします。 

 地域とともにつくる熊本版コミュニティー

スクール推進事業でございます。 

 本事業は、本県独自の熊本版コミュニティ

ースクールの導入促進により、開かれた学校

づくりを推進するものです。 

 事業内容としましては、宇城、阿蘇、球磨

の３管内で地区別推進シンポジウムを、玉名

及び山鹿市合同で文部科学省共催によるフォ

ーラムを行う予定です。 

 中段をお願いいたします。 

 日本一の環境教育「水俣に学ぶ肥後っ子」

推進事業でございます。 

 本事業は、水俣病への正しい理解、環境保

全活動や環境問題の解決に向けての意欲的な

態度等の育成を目的として、県内全ての公立

小学校５年生を水俣に派遣できるよう、市町

村の事業を支援するものでございます。 

 下段をお願いいたします。 

 土曜授業推進事業でございます。本事業

は、質の高い土曜授業の実施に資するため、

効果的な指導方法やモデルカリキュラムの開

発などを行い、その成果の普及を図るもの

で、土曜授業実践校の指定やカリキュラム等

検討委員会の開催を行います。 

 36ページの上段をお願いいたします。 

 英語教育改革推進事業でございます。本事

業は新規の事業で、本県における英語教育の

充実を図るためのものでございます。 

 事業内容の１、外部専門機関と連携した英

語指導力向上事業につきましては、国の中央

研修の修了者が英語教育推進リーダーとし

て、中核教員への研修の講師を務めるなど研

修の体系化を図り、英語教員の指導力等の向

上を図るものです。 
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 ２の、英語教育強化地域拠点事業につきま

しては、高森町の小中学校及び県立高森高等

学校を英語教育強化地域として指定し、小学

校における教科化及び中高における英語教育

の高度化のあり方等について実践研究を行う

ものです。 

 下段をお願いいたします。 

 英語教育改革推進事業は、予算を本年度に

繰り越して実施するものです。 

 事業目的は、本県独自の小学校用英語音声

教材「Ｉ ＣＡＮ ＤＯ ＩＴ！ Ｊｕｎｉ

ｏｒ」を作成し、県内の小学校における活用

を推進することで小学校英語教育の充実を図

るもので、そのため教材の開発、検討委員会

の開催や教材製作の委託を行います。 

 37ページの上段をお願いいたします。 

 グローバル人材育成推進事業でございま

す。本事業は新規事業で、外国人指導助手い

わゆるＡＬＴ等との異文化交流活動を通し

て、小中学生のチャレンジ精神や主体性、積

極性等を引き出し、グローバル人材としての

必要な資質の素地の育成を図るものです。 

 事業内容としては、県下の小中学生、各

150名の参加を募り、ＡＬＴ等との異文化交

流活動を実施します。 

 中段をお願いいたします。 

 学力向上アドバイザー派遣事業でございま

す。本事業は新規事業で、学力に課題を抱え

る学校に対して、学力向上対策に識見を有す

るアドバイザーを派遣し、実効的な助言を与

えることにより、当該学校の学力向上を図る

ものです。 

 なお、本年度はアドバイザーとして退職校

長３名を採用し、各管内の学力の状況から玉

名、上益城、天草の３教育事務所に配置して

います。 

 下段をお願いいたします。 

 小中一貫教育推進事業でございます。本事

業は新規事業で、小中一貫教育による先導的

な取り組みに関する調査研究を通して、学力

向上やいじめ、不登校問題等、いわゆる中１

ギャップの課題解決を図るものでございま

す。 

 事業内容といたしましては、小中一貫教育

推進協議会の開催、モデル地域の指定による

先進事例の研究等を行います。 

 38ページの上段をお願いいたします。 

 中学校夜間学級に関する調査研究等事業で

ございます。本事業は新規事業で、中学校夜

間学級の実態や必要性に関する調査研究を行

い、本県における中学校夜間学級設置の方向

性を明らかにするものです。 

 事業内容としては、中学校夜間学級を設け

ている自治体等の視察や、設置の必要性等に

ついての調査研究のための検討会議を開催し

ます。 

 下段をお願いいたします。 

 へき地・小規模校教育推進事業でございま

す。 

 本事業は、僻地小規模複式学級を有する学

校における指導の充実と教育の振興を図るも

のです。本年度、本県において各県持ち回り

の全国へき地教育研究大会が行われますが、

その実施に係る県の負担金でございます。 

 次に、39ページ上段をお願いいたします。 

 学級経営等支援員配置事業でございます。 

 本事業は昨年度から実施しているもので、

うまく機能しない状況の学級等を有する小中

学校に対して、学級経営等の支援体制の充実

を図る事業です。学級経営等支援員を派遣

し、児童生徒への対応及び担任への指導助言

などを行ってまいります。 

 中段をお願いいたします。 

 外部専門家による学校支援充実事業でござ

います。 

 本事業は、いじめや不登校等の問題行動の

未然防止及び解消を図るため、スクールカウ

ンセラー、スクールソーシャルワーカー及び

学校支援アドバイザーを学校や教育事務所等

に配置するものです。それぞれの専門家の知
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見、技能等を活用し、児童生徒等に対する教

育相談体制や、教育、福祉、医療等の関係機

関とも連携して、対応できる組織対応体制が

充実するよう学校等を支援してまいります。 

 下段をお願いいたします。 

 子どもたちによるいじめ防止推進事業でご

ざいます。 

 本事業は、本年度の新規事業でございま

す。子どもたちみずからが考えた主体的な取

り組みや、学校、家庭、地域の連携による支

援体制の充実により、いじめを許さない環境

づくりを推進する実践的な研究を市町村に委

託し、学校教育における重要な課題であるい

じめの未然防止及びその解消を支援してまい

ります。 

 義務教育課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

〇栗原特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。着座にて御説明させていただき

ます。 

 説明資料の40ページ上段の、特別支援教育

総合推進事業をごらんください。 

 事業目的ですが、障害のある児童生徒への

支援に係る体制整備、教員の専門性向上など

の取り組みを通じ、特別支援教育の総合的な

推進を図るものです。 

 事業内容の１に記載のとおり、体制整備を

推進するために、県レベルや教育事務所レベ

ルなどで連携を図る会議を実施いたします。 

 ２の、教員の専門性向上及び障害の理解啓

発を図るために、基礎講座などを実施いたし

ます。 

 次に、下段の発達障がい支援事業を御説明

します。 

 事業目的ですが、急増している発達障害の

ある児童生徒への対応として、小中学校、高

等学校における支援体制の充実や専門性の向

上を図るものです。 

 事業内容に記載のとおり、１は専門家を研

修講師として高等学校へ派遣するものなどで

ございます。 

 ２と３は、管理職向けの研修や特別支援学

級を初めて担当する者に対する説明会を行う

ものでございます。 

 ４は、平成25年度から鹿本農業高等学校を

モデル校として、発達障害のある生徒への支

援方法などについて研究を行っているもので

ございます。 

 ５は、県立高等学校５校に特別支援教育支

援員を１名ずつ配置し、学習活動上の支援や

学校生活上の介助を行うものでございます。 

 ６は、今年度から４年間をかけて新たに取

り組む研修でございます。 

 この研修は、通常の学級を担任する全ての

教員が発達障害について理解を深めるための

基礎的内容や、個別の教育支援計画の作成方

法について研修するものでございます。 

 次に、41ページをお願いいたします。 

 上段の、特別支援教育充実事業でございま

す。 

 事業目的は、特別支援学校の教員の専門性

向上及びセンター的機能の充実推進を図るも

のでございます。 

 事業内容に記載のとおり、特別支援学校の

教員を専門研修へ派遣したり、言語聴覚士な

どの外部人材の活用を進めたりするものでご

ざいます。 

 次に、下段の特別支援学校キャリアサポー

ト事業を御説明します。 

 事業目的ですが、特別支援学校３校に求人

開拓などを行うキャリアサポーターを配置

し、就職支援を行うとともに、就職後の早期

離職防止を図るものでございます。 

 次に、42ページをお願いいたします。 

 上段の、ほほえみスクールライフ支援事業

を御説明します。 

 事業目的ですが、特別支援学校に看護師を

配置し、医療的ケアを行うなど対象児童生徒

の安全安心な学習環境整備と保護者の負担軽
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減を図るものでございます。 

 事業内容の１に記載のとおり、本年度は特

別支援学校７校に16人の看護師を配置してお

ります。 

 また、２は人口呼吸器を装着している児童

生徒に付き添う保護者の負担軽減のため、学

校に看護師を派遣する訪問看護ステーション

に対しまして補助を行うものでございます。 

 次に、下段の特別支援教育環境整備事業を

御説明します。 

 事業目的ですが、熊本市及び周辺における

特別支援学校高等部への入学を希望する生徒

の増加に対応するため、平成26年度に策定し

ました県立特別支援学校整備計画第１次実施

計画に基づきまして、特別支援学校の整備推

進を図るものです。 

 事業内容に記載のとおり、東部新設支援学

校(仮称)の整備に向けた基本構想を策定する

とともに、熊本支援学校、菊池支援学校高等

部山鹿分教室、松橋支援学校高等部氷川分教

室の改修を実施するものでございます。 

 特別支援教育課は以上です。よろしくお願

いいたします。 

 

〇古澤人権同和教育課長 人権同和教育課で

ございます。着座にて御説明いたします。 

 43ページをお願いいたします。 

 各種人権教育研修事業でございます。 

 本事業は、人権教育推進に中心的にかかわ

る各学校の管理職や人権教育主任等を対象と

して、さまざまな人権問題についての認識を

深め、実践的な指導力の向上を図るために各

種研修を実施するものでございます。 

 事業内容ですが、１の学校人権教育推進事

業は、熊本市内を除く全ての公立学校長を対

象に研修を実施するものです。 

 ２の人権教育フォーラムは、山鹿市及び全

ての教育事務所管内で実施するものです。 

 ３の県立学校等人権教育研究協力校事業、

４の教育庁職員人権問題研修会も、あわせて

計画的に研修を行ってまいります。 

 人権同和教育課は以上でございます。 

 

〇平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 44ページをお願いいたします。 

 上段の歯・口の健康づくり推進事業でござ

います。 

 本事業は、熊本県歯及び口腔の健康づくり

推進条例に基づき、健康福祉部等と連携し、

フッ化物洗口の全小中学校実施に向け、市町

村への指導助言を行うとともに、県立中学校

における洗口実施に必要な薬剤等の購入を支

援する事業でございます。 

 下段の、防災教育を中心とした実践的安全

教育総合支援事業でございます。 

 本事業は、安全教育の指導方法の開発や学

校外の専門家による指導助言を行うことによ

り、学校における安全教育、安全管理の充実

を図るものでございます。 

 事業内容は、モデル校を指定し防災支援事

業として緊急地震速報受信システムを活用し

た避難訓練の実施を支援してまいります。 

 また、防犯支援事業として、自治会等の地

域団体と連携して、学校の安全確保を図る取

り組みを支援していくものでございます。 

 次に、45ページお願いします。 

 上段の新規事業、児童生徒のスポーツ環境

整備事業でございます。 

 本事業は、県教育委員会が策定した児童生

徒のための運動部活動及びスポーツ活動の基

本方針に基づいて、小学校の運動部活動の社

会体育移行等を推進し、児童生徒にとって安

心安定したスポーツ環境を確保するもので

す。 

 事業内容は、市町村が行うスポーツ環境整

備会議、指導者研修会の開催費用や社会体育

移行に伴う指導者への謝金等について市町村

へ補助を行い支援していくものでございま

す。 
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 次に、下段の2020東京オリンピック選手育

成事業でございます。 

 本事業は、2020年の東京オリンピック・パ

ラリンピックの開催に向けて、オリンピック

出場可能性のある県内関係の選手を集中的に

育成強化し、多くの出場者を生み出すことを

目指し、本県のスポーツ振興を図るものでご

ざいます。 

 事業内容は、オリンピック正式競技28競技

から選手40人程度を選出し、所属する各競技

団体へ助成を行い、各競技団体においては医

科学分野を取り入れた先進的トレーニング、

国内外への合宿遠征等を実施するものでござ

います。 

 次に、46ページをお願いいたします。 

 県営体育施設管理費でございます。 

 本事業は、(１)ら(５)県立体育施設の管理

を指定管理者に行わせるための管理運営費等

でございます。 

 なお、現在の指定管理期間が平成27年度末

に終了することから、28年度からの３期目の

指定管理者選定を行うこととしております。 

 体育保健課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

〇内野幸喜委員長 引き続き、警察本部から

説明をお願いします。田中警察本部長。 

 

〇田中警察本部長 まずもって、このたび教

育警察常任委員会委員に就任されました先生

方には、まことにおめでとうございます。心

からお喜びを申し上げますとともに、警察行

政につきまして今後とも一層の御支援、御協

力を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

 それでは、着座で説明いたします。 

 業務概況及び主要事業の詳細につきまして

は、後ほど担当部長が説明いたしますので、

私からは最近の治安情勢等について説明させ

ていただきます。 

 昨年は、県警察の治安対策として策定した

「安全・安心くまもと」実現計画2014の最初

の年として、組織を挙げて各施策を推進して

まいりました。 

 その結果、刑法犯認知件数は11年連続で減

尐するとともに、刑法犯の検挙率も一昨年に

比べて向上し、交通事故についても、発生件

数、死傷者数ともに一昨年に比べ減尐してお

り、各種対策の効果が上がりつつあります。 

 しかし、一方では、女子高校生被害に係る

殺人事件、コンビニ等を対象とした強盗事

件、危険ドラッグの使用に起因する交通事故

が発生したほか、高齢者が被害に遭う交通事

故や、いわゆる振り込め詐欺などの特殊詐欺

が高水準のまま推移しており、さらには女性

や子供に対するわいせつ、声かけ事案が多発

いたしました。 

 本年は「安全・安心くまもと」実現計画

2014に、新たに危険ドラッグ対策の推進、高

齢者を交通事故から守る対策の推進、人命尊

重の交通安全思想の普及、犯罪被害者支援の

充実強化といった推進施策を加え、取り組み

を強化してまいりました。 

 その結果、本年５月末現在、刑法犯認知件

数が昨年同期より346件尐ない4,020件、交通

事故者数は６人尐ない30人で、いずれも減尐

しているほか、本年６月から性暴力被害者の

ためのワンストップ支援センター事業を開始

したところであります。 

 しかしながら、先ほど申し上げました各種

課題のほか、阿蘇山の火山活動や梅雤の豪雤

による災害の発生も懸念されるところであ

り、警戒を欠かせないところであります。 

 県警察では、今後とも県民の期待と信頼に

応えることができるよう、全力を挙げて「安

全で安心なくまもと」の実現を目指す所存で

ありますので、委員の皆様方には多方面にわ

たる御理解と御支援を賜りますよう、お願い

申し上げます。 

 次に、今回県警察から提案しております２

件の議案について御説明いたします。 
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 第24号議案は、交通指導取締時の車両損壊

事案に関する和解について報告し、承認をお

願いするものです。 

 報告第８号は、専決した13件の交通事故の

和解についての報告です。 

 詳細につきましては担当者から説明させま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇黒川警務部長 警務部長の黒川です。 

 私からは、お手元の県警察の説明資料に沿

いまして、県警察の概要及び警務部の主な業

務について御説明いたします。 

 まず、県警察の概要から御説明をいたしま

す。資料の２ページをごらんください。 

 県警察の組織についてでありますが、まず

公安委員会については知事の所轄のもとに置

かれ、５人体制で県警察を管理しておりま

す。 

 次に、県警の組織であります。県警察は、

警察本部長のもと５つの部で構成する警察本

部、熊本市警察部、警察学校及び23の警察署

で組織されています。 

 警務部は、この図の左側にありますとお

り、９つの課で県警察の管理部門を担当して

おります。 

 また、熊本市警察部は、熊本市の政令指定

都市移行に伴い、警察法の規定に基づき設置

したものであります。 

 ３ページをごらんください。 

 職員の条例定数ですが、県議会議員の皆様

の御理解と御支援により、本県では警察改革

以降の平成14年度から本年度にかけて合計

304人の警察官が増員され、現在、警察官

3,079人、一般職員421人の合計3,500人の定

員となっております。 

 その下のグラフは、警察官１人当たりの負

担人口であります。本県の警察官１人当たり

の負担人口は606人で、依然として九州では

最も多い状態であります。 

 ４ページをごらんください。 

 職員の年齢構成ですが、左側の警察官のグ

ラフにあるとおり、20代から30代前半及び50

代の比率が高く、年齢構成が二極化しており

ます。 

 ５ページをごらんください。 

 「安全・安心くまもと」実現計画2014につ

いてですが、これは平成26年からの２年間の

治安対策として作成した県警察の総合治安計

画であり、記載のとおり３つの基本目標と８

つの重点を掲げて取り組んでいるものです。

計画の最終年となる本年は、これまでの取り

組みの成果と課題、さらには治安情勢の変化

等を踏まえ、備考欄にありますとおり新たに

４つの施策を追加し「安全・安心くまもと」

の実現に向けた組織的な取り組みを推進して

おります。 

 ６ページをごらんください。 

 警察予算についてです。本年度の警察費の

当初予算は、総額約380億円。その８割が人

件費であります。また、県予算全体に占める

警察予算の割合は、約５％となっておりま

す。 

 次に、警察署の再編についてです。 

 平成25年12月に策定した警察署再編計画に

基づき、今後、氷川警察署の八代署への統

合、そして、いずれも仮称ではありますが、

熊本県警察氷川機動センター及び熊本合志警

察署の整備事業を推進してまいります。 

 ７ページをごらんください。 

 警察施設の現状についてです。 

 ごらんのとおり警察施設の老朽化が進んで

おり厳しい財政状況ではありますが、県民の

安全・安心のよりどころとなる警察施設の整

備については、的確に対処していかなければ

ならないと考えてございます。 

 第７の大量退職・大量採用時代への対応に

ついてです。 

 年齢構成上、当県では平成32年ごろまで毎

年80人以上の定年退職者が見込まれる状況で



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成27年６月30日) 

 - 16 - 

す。優秀な人材の採用に努めるほか、退職警

察官等の再任用や非常勤職員としての再雇用

により、ベテランの知識、技能を第一線の活

動や若手警察官への技能伝承に活用していま

す。 

 次に、警務部の主な業務について御説明い

たします。 

 警務部は、これまでに申し上げた組織、人

事、採用、企画、予算等のほかにもさまざま

な業務を所管しております。 

 10ページをごらんください。 

 県民への情報発信についてです。 

 県民の安全安心に寄与する情報発信は、従

来からの広報誌等の発行のほか、ツイッター

やユーチューブなどのインターネットを活用

した情報発信、マスコミとの連携、県警察音

楽隊の演奏活動を通じた広報啓発活動などを

実施しております。また、事件・事故発生の

際の迅速かつ正確な発表のほか、熊本県個人

情報保護条例等に基づく開示請求への的確な

対応など、県民の知る権利にも配意した取り

組みを推進しています。 

 11ページをごらんください。 

 犯罪被害者支援の充実強化についてです。 

 これは、性暴力被害者が被害直後から警察

や医療機関、弁護士などによる支援を可能な

限り１カ所で受けられるよう、性暴力被害者

のためのワンストップ支援事業を、公益社団

法人熊本被害者支援センターに業務委託し、

今月６月１日からサポートセンター「ゆあさ

いどくまもと」として24時間体制で運用を行

っているところでございます。 

 このサポートセンターにおける支援の実績

でございますが、今月１日から昨日までで38

件の相談を受けており、今後も関係機関と連

携し、性暴力被害者への総合的な支援を行っ

ていきたいと考えております。 

 第10の、警察安全相談業務の推進です。各

警察署で住民から相談を受けた業務を警務部

で一元的に管理するとともに、相談に関する

情報を集約活用できるシステムを構築し、情

報の共有による組織的対応を強化し、犯罪に

よる被害の未然防止に努めるなど、的確な対

応を行っています。 

 12ページをごらんください。 

 留置業務についてですが、現在、主要な９

の警察署と熊本東警察署の庁舎内にある県警

察本部直轄の留置施設の合計10カ所の留置施

設において、被疑者を留置しています。警察

では、被疑者の人権に配慮し、留置事故の絶

無に努めております。 

 13ページをごらんください。 

 警察学校における採用時教養についてであ

ります。 

 大量退職・採用時代を受け、年間約100人

の学生が入校しますが、警察学校では、強

く、正しく、良識ある警察職員を育成するた

め、職務倫理や基礎的実務能力、体力気力を

身につけさせることを重点に置き、向学練武

の校訓のもと、厳しい中にも愛情のある指導

により、新任警察官等の育成を行っておりま

す。 

 私からの説明は以上でありますが、お手元

に関連するリーフレットをお配りしておりま

す。後ほどごらんいただければ幸いでござい

ます。 

 

〇佐藤生活安全部長 生活安全部です。着座

の上、説明をさせていただきます。 

 生活安全部の主な業務概況について、お手

元の資料に基づき説明をいたします。 

 それでは、資料14ページをごらんくださ

い。 

 第１は、犯罪の起きにくい社会づくりの推

進であります。 

 まず県下の犯罪情勢ですけれども、昨年の

刑法犯認知件数は１万879件で、前年に比べ

まして15.2％減尐し、平成16年以降11年連続

で減尐しているところであります。 

 一方、振り込め詐欺等の特殊詐欺につきま
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しては、昨年被害額が過去最悪の６億4,000

万円に達するなど、厳しい情勢で推移をして

おります。 

 被害撲滅対策としまして、警察官ＯＢであ

ります特殊詐欺被害防止アドバイザーの高齢

者宅への戸別訪問によります防犯指導、高齢

者宅に、犯人からの電話撃退に有効な自動通

話録音機を設置するなど、二重三重の対策を

推進をしてまいります。 

 次は、資料18ページの第２、人身安全関連

事案対策であります。 

 県警察では、重大事案を未然に防止するた

め、昨年の３月、警察本部生活安全企画課

に、24時間３交代制で対応します人身安全関

連事案対策室を設置をし、恋愛感情等のもつ

れに起因する暴力的事案、行方不明、児童、

高齢者、障害者の虐待等について、初期段階

から警察本部が積極的に関与し、被害者の安

全確保措置のほか、警告、検挙措置等を専制

的、予防的に取り組んでいるところでござい

ます。 

 さらに、本年３月の人事異動におきまし

て、人身安全関連に対応する警察官を警察本

部に６人、熊本市内３警察署に６人と、こと

し増員となりました合計12人を増強配置した

ところであります。 

 次は、資料22ページの第３、子供を犯罪か

ら守り育てる社会の実現であります。 

 昨年、刑法犯尐年で検挙した尐年は824人

で、前年に比べ11.9％減尐しましたが、万引

きなどの初発型非行が高原状態で推移すると

ともに再非行者率が高く、警察で検挙・補導

した尐年の３人に１人が再び非行に走ってい

る現状がございます。 

 一方、インターネットを利用して児童買春

等の福祉犯被害に遭う尐年も後を絶たない状

況にあります。 

 このような情勢を踏まえまして、児童買

春、児童ポルノ事犯等の取り締まりを強化す

るとともに、規範意識を醸成するための非行

防止教室を開催してまいります。 

 次は、資料24ページの第４、生活環境犯罪

の検挙状況等であります。 

 生活環境犯罪は、悪質商法、闇金融、廃棄

物の不法投棄、売春、賭博など多岐にわたっ

ており、昨年は霊感商法を手口とした組織的

な詐欺事件、未検査の玄米を検査米と偽装し

た農産物検査法違反、技能実習の資格で入国

した外国人実習生をスナックのホステスとし

て稼働させた不法就労助長違反など、社会的

にも反響の大きい事件を検挙しております。 

 次は、資料28ページの第５、サイバー犯罪

の検挙状況等であります。 

 昨年のサイバー犯罪の検挙件数は135件

で、前年に比べまして35件増加をしておりま

す。 

 インターネットバンキングの不正送金事犯

でありますとか、クレジットカード情報を悪

用した電子マネーの詐欺事件などを検挙して

おります。 

 県警では、サイバー犯罪に係る捜査力の向

上を図るため、本年の４月、熊本高等専門学

校の教授をサイバー犯罪対策テクニカルアド

バイザーに委嘱するとともに、県内の大学生

で構成する熊本サイバー３、通称ＫＣ３とし

ておりますが、これを発足させ、官民連携に

よります広報啓発活動を推進しているところ

であります。 

 次は、資料30ページの第６、地域警察活動

であります。 

 地域警察官は、全警察官の３分の１、約

1,000人の体制で、あらゆる警察事象に24時

間即応する初動活動等に当たっております

が、大量退職・採用により、全地域警察官の

約45％が30歳未満となっており、組織を挙げ

てその若手警察官の実務能力向上に努めてい

るところであります。 

 また、パトロールを強化してほしい、いつ

も交番にいてほしいという県民の要望等に応

えるため、平成５年から交番相談員制度を導
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入し、全体の95％に当たる54交番に76人を配

置しております。 

 最後に、資料32ページの第７、通信指令業

務であります。 

 通信指令課は、県下一円の110番通報の受

理と指令業務を行っており、昨年は12万

2,630件の110番通報を受理し、通信司令シス

テム、県警ヘリを活用するなどしてレスポン

スタイムの短縮に努め、犯罪の抑止及び検挙

に努めております。 

 以上で生活安全部の説明を終わります。 

 

〇池部刑事部長 刑事部長の池部です。着座

のまま御説明いたします。 

 資料は34ページです。 

 第１の刑法犯の検挙状況につきましては、

資料記載のとおり認知件数が減尐する中、昨

年中は検挙件数、人員、検挙率ともに向上い

たしました。 

 次に、めくっていただいて35ページの下段

以降に記載しております、２の捜査手法、取

り調べの高度化プログラムについてです。 

 県警察では、平成21年４月以降、裁判員裁

判の対象事件については、被疑者取り調べの

録音、録画を試験的に実施中でありますが、

今国会において裁判員裁判対象事件の被疑者

取り調べの全過程の録音、録画を義務づける

刑事訴訟法等の改正案が審議中でございま

す。これが成立した場合、取り調べの録音、

録画は３年以内に施行されることとされてお

り、これに適正に対応できるよう、録音、録

画のもとでの捜査員の取り調べ能力のさらな

る向上と、録音・録画装置の整備充実を進め

てまいります。 

 36ページをごらんください。 

 第３の、殺人、強盗などの重要犯罪の検挙

状況につきましては、昨年中は128件を認知

し、101件を検挙いたしました。 

 昨年中の主な検挙事件は、次の37ページに

列記しておりますが、人吉市における女子高

校生殺人・死体遺棄事件など、社会的反響の

大きな凶悪事件につきましては、いずれも県

民の皆様の御協力により犯人を検挙すること

ができました。 

 刑法犯の認知件数は減尐しておりますが、

殺人や強盗等の凶悪事件や、女性や子供が被

害者となる事件が依然として後を絶たず、こ

れら県民生活を著しく脅かす犯罪について

は、今後とも早期かつ確実な検挙に努めてま

いります。 

 めくっていただいて、39ページをごらんく

ださい。 

 第５の知能犯の検挙状況ですが、昨年は検

挙人員は増加したものの、認知件数、検挙件

数はともに減尐いたしました。 

 昨年中の主な検挙事件は、次の41ページに

列記しておりますが、３年ぶりに贈収賄事件

を２事件摘発いたしております。 

 次に、40ページの特殊詐欺事件についてで

すが、昨年は全国同様、認知件数、被害額と

もに大幅に増加いたしております。県警察で

は昨年中、特殊詐欺事件で８件、９人、通帳

詐欺等の助長犯で72件、46人を検挙いたしま

したが、犯人グループの拠点が首都圏中心に

所在することが多く、また被害も広域にわた

ることから、今後とも引き続き全国警察との

合同捜査など、その連携を一層密にしなが

ら、事件の徹底検挙と被害の未然防止に取り

組んでまいります。 

 次に、42ページをごらんください。 

 第６の、組織犯罪対策の推進についてで

す。 

 まず、１の暴力団対策ですが、県内の暴力

団は現在27組織、構成員約830人を把握して

おり、本県の特徴といたしましては、山口組

と道仁会の２つの組織が二極化した状態にあ

るということです。 

 また、44ページに記載しておりますが、道

仁会と九州誠道会、現在の浪川睦会でござい

ますが、この両組織は平成18年以降一連の対
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立抗争事件を引き起し、現在は表面上鎮静化

を装っておりますが、県警察では引き続き両

組織の視察警戒活動を継続中であり、対立抗

争の封圧と取り締まりの徹底を図っていると

ころであります。 

 県警察では、暴力団を弱体化、壊滅するた

め、徹底した取り締まりとあわせて、暴力団

対策法や熊本県暴力団排除条例等を効果的に

活用しながら、より実効の上がる暴力団対策

を強力に推進してまいります。 

 最後に、資料47ページの薬物・銃器対策に

ついてです。 

 特に昨年、全国的に深刻な社会問題となっ

た危険ドラッグにつきましては、熊本市内に

も販売店が存在し、危険ドラッグに起因する

交通事故が発生するなどしたことから、各種

法令を駆使した集中的な取り締まり等を実施

し、昨年11月には販売店の閉店を確認いたし

ております。 

 しかしながら、今後もインターネット等を

通じて密売が懸念されることから、引き続き

関係機関との連携を図りながら、強力な取り

締まりと危険性についての広報啓発活動を徹

底してまいります。 

 刑事部からは以上でございます。 

 

〇髙山交通部長 交通部でございます。着座

の上で、説明させていただきます。 

 第１に、県下の交通事故等の現状について

でございます。 

 資料54ページから58ページに、過去５年間

の免許人口の推移や交通事故の発生状況、高

齢者死者数の推移などを記載しております。 

 平成26年中の交通事故は、発生件数は８年

連続、負傷者数は10年連続で減尐しており、

特に死者数につきましては、昭和29年以降の

61年間で最尐の76人となりました。 

 しかしながら、平成26年中の高齢者の交通

事故死者数は53人と、全死者数の約７割を占

め、また高齢者運転免許人口の割合も年々高

くなっておりまして、今後、高齢者が被害に

遭うほか、高齢運転者による重大事故の増加

が懸念される状況にあります。 

 次に、第２、総合的な交通事故防止対策に

ついてでございますが、資料59ページと60ペ

ージをごらんください。 

 昨年から交通死傷事故の抑止、特に高齢者

を交通事故から守る対策として、高齢者の安

全の確保などを柱に、人命尊重、人優先の交

通安全思想の普及を最重要視した対策に取り

組んでおります。 

 主な取り組みとしましては、交通上危険な

行動をする高齢者を把握し、個別の交通安全

教育を行うキャッチプロジェクトや、高齢者

の主な外出先となります場所へ出向き、高齢

者一人一人に交通安全のワンポイントアドバ

イスなどを行ういきいき安全安心サポート事

業などを行っております。 

 資料61、62ページをごらんください。 

 良好な自転車交通秩序実現のための対策で

すが、自転車が関係する交通事故は減尐傾向

で推移をしていますが、交通事故に関与した

自転車運転者の約６割に何らかの法令違反が

認められるという状況にあります。 

 本年６月１日からは、自転車運転者講習が

始まり、自転車の安全利用に対する県民の意

識も高くなっておりますので、絶好の機会と

捉え、自転車利用者に対する交通安全教育や

交通違反の指導取り締まり、通行環境の整備

などを推進することとしております。 

 資料63ページをごらんください。 

 交通安全思想の普及啓発活動につきまして

は、関係機関・団体と連携した各種啓発活動

のほか、過去の交通事故を分析し、予想され

る交通事故を防止するための専制的な対策を

行うための情報発信活動を行っており、情報

発信には県警公式のツイッターなどを活用し

ています。 

 資料64ページをごらんください。 

 悪質交通違反の指導取り締まりにつきまし
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ては、無免許運転、飲酒運転など交通事故に

直結する悪質、危険性の高い違反や駐車違

反、暴走行為など迷惑性の高い違反に重点を

置いた指導取り締まりを行っております。 

 資料66ページをごらんください。 

 交通安全施設等の整備についてでございま

すが、昨年度は社会資本整備重点計画に基づ

く安全対策、円滑化対策に加えまして、各種

補助事業により、交通安全施設の大量更新と

ともに、信号機、道路標識等の整備を行って

おります。 

 本年度につきましては、昨年度に引き続き

老朽化した交通安全施設の更新と並行して、

信号機の新設、信号灯器のＬＥＤ化などの整

備を予定しております。特に県民からの要望

が多い信号機につきましては、皆様方の御理

解によりまして、昨年より２基多い17基の新

設を予定しております。 

 最後に、資料67ページをごらんください。 

一定の病気等にかかる運転者対策についてで

すが、一定の病気にかかっている者に対する

運転適性相談等を適正に実施するため、本年

１月19日から看護師の資格を持つ非常勤職員

を運転免許課に配置し相談に当たらせるな

ど、体制の強化を図っております。 

 以上で交通部関係の説明を終わります。よ

ろしくお願いします。 

 

〇中島警備部長 警備部でございます。警備

部の業務概況につきまして、着座にて御説明

申し上げます。 

 お手元の資料の68ページをごらんくださ

い。 

 第１は、大規模災害等緊急事態対策の強化

についてであります。 

 まず、平成26年中の自然災害の発生状況に

ついてでございますが、昨年中、本県では、

大雤洪水警報等の発令に伴い、災害警備本部

を１回、災害警備対策室を22回設置しており

ますが、人的被害の発生はありませんでし

た。 

 台風につきましては、九州へ２個上陸し、

地震については震度３のものが４回発生して

おりますが、これにつきましても被害の発生

はありませんでした。 

 69ページをごらんください。 

 阿蘇火山につきましては、平成25年12月、

火口周辺規制に当たる警戒レベル２の規制が

行われております。その後、活動の鎮静化に

より一時規制は引き下げられましたが、昨年

８月再び警戒レベル２に引き上げられ、現在

も規制はそのまま続いております。 

 県警察では、災害警備対策室の設置、阿蘇

山上警備派出所の増員配置などを行い、人的

被害の防止を第一とした災害警備活動を行っ

ております。 

 70ページをごらんください。 

 対処態勢の強化につきましては、自治体主

催の各種訓練への参画を通じ、防災関係機関

との連携を保持するとともに、救出、救助技

能の向上習熟に努めているところでありま

す。 

 装備資機材の整備につきましては、資料記

載のとおり、平成26年度の予算で水害対策用

資機材を整備したほか、27年度当初予算では

エンジンチェンソーなどの資機材の整備を進

めております。 

 71ページをごらんください。 

 新型インフルエンザ等の対応につきまして

は、平成25年の特別措置法の施行を受けて、

国などでは行動計画の改正を行っており、県

警察でも必要な見直しを行い、昨年１月、新

たな行動計画を策定しております。 

 新型インフルエンザ発生時に同計画に基づ

き、関係機関と連携し的確に対処していくこ

ととしております。 

 第２は、国際テロに対する警備諸対策の推

進についてであります。 

 72ページをごらんください。 

 国際テロをめぐる警備情勢につきまして、
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イスラム過激派組織ＩＳＩＬによる邦人殺害

事件は、我が国全体に大きな衝撃を与えまし

た。イスラム過激派はインターネットを巧み

に利用し、これに影響を受けた一般人、つま

りテロとかかわりのない個人が過激化しテロ

を引き起こす、いわゆるローンウルフ型のテ

ロの発生も危惧され、テロの脅威が現実のも

のとなっております。 

 県警察では、重要施設や交通機関等に対す

る警戒活動を初め、テロに対する県民の意識

啓発活動、爆発物原料対策など、テロの未然

防止対策を強力に推進しております。 

 第３は、警備事件捜査の推進についてであ

ります。 

 73ページをごらんください。 

 まず、右翼対策の推進であります。右翼

は、内外の諸問題に敏感に反応し、我が国政

府や関係諸国に対する執拗な抗議行動を行う

ほか、資金源獲得を目的として、企業や自治

体に対する恐喝などの事件を行うものも見ら

れます。 

 県警察では、右翼による重大事件の未然防

止のほか、各種法令を適用した違法行為の取

り締まりに努めております。 

 次に、不法滞在者対策の推進です。 

 我が国の不法残留者は現在約６万人と見ら

れ、さまざまな外国人犯罪の温床となってお

ります。 

 県警察では、各部門の総力を結集し取り締

まりを強化するとともに、官民協力による関

連情報の共有、入国管理局との合同摘発等の

事件検挙に努めております。 

 警備部からは以上であります。 

 

〇内野幸喜委員長 以上で執行部の説明が終

了しましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑を受けた課は、課名を言って座

ったまま説明をお願いします。 

 まず、先に教育委員会に係る質疑を受け、

その後、警察本部に係る質疑に移りたいと思

います。 

 それでは、教育委員会に係る質疑はありま

せんか。 

 

〇荒木章博委員 16ページから、幾つかちょ

っとお尋ねをしたいというふうに思っていま

す。 

 この新規事業で７、８、９ですね、16ペー

ジ。親の学び状況調査、親の学び研究、学校

指定ということで取り組んでいる。 

 ９番目に、社会教育関係団体による家庭教

育推進事業、これは共通する末端の組織等の

取り組みということで対応されると思うんだ

けど、これは新規なんですか、それとも前に

もありはせぬだったろうかと思うんだけど、

これに似たようなものが。ちょっと私が認識

が不足だから、ちょっとお尋ねします。 

 

〇福澤社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 ただいま御質問いただきました、家庭教育

支援の関係の新規事業について御説明させて

いただきます。 

 先生御指摘のとおり、７、８、９は新規事

業でございますが、実は７、８、９これ全て

過去に行ったことのない完全に新規の事業と

なってございます。 

 実は、これ後ほどの条例の報告のほうでも

触れたいと思っておりますが、就学前と高校

生に対しては、親の学びをもう尐し取り組ん

でいただきたいという思いがございまして、

どうやったらうまく広がっていくかというこ

とを調べるということで、全く新規で立ち上

げたものです。 

 また、社会教育関係団体による家庭教育推

進事業につきましては、携帯電話、スマート

フォンなどの現代的な課題、あるいはＰＴＡ

の方、あるいは学校の方などにお伺いします

と、タトゥーであるとか、――入れ墨すね、
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であるとか危険ドラッグのようなものを、親

御さんからすると非常に懸念されるさまざま

な課題ございますので、直接親と子が話し合

う場をつくってほしいという願いを受けて、

新規に取った事業でございまして、県のＰＴ

Ａあるいは高校のＰＴＡ、あるいは婦人会の

ような場を通じて直接親子が話し合うという

ような場面を設けてもらうというような事業

を、全くの新規で設定したものでございま

す。 

 

〇荒木章博委員 こういうのを予算化せない

かぬというのは悲しいことなんですけどね、

親と子の絆ですね。そして今言われたよう

に、地域とともに学び考えるというのは、こ

れは大事なことだと思うんですよね。だから

予算化をして、これは国の事業なんですか、

熊本県単費でやるんですか。 

 

〇福澤社会教育課長 これは、完全に熊本県

の単費でございます。 

 

〇荒木章博委員 わかりました。 

 次の17ページに、下の段に新規事業で、地

域未来塾ということで、国の予算が３分の

１、県が３分の１。これは子供たちが――学

力ですか、それとも地域とのふれあい、要す

るに学力が低下している子供たちの土曜、日

曜日の教育なんですか。それをやる人たち

は、教職員か教職員のＯＢか、そこのところ

をちょっとお尋ねします。 

 

〇福澤社会教育課長 ありがとうございま

す。 

 地域未来塾について、簡単に概要を御説明

させていただきます。 

 地域未来塾、まず教える側につきまして

は、基本的にはこれは学校教員以外、教員Ｏ

Ｂであるとか大学生のような、学校以外の人

に教える側に立ってもらおうと思っておりま

す。 

 学ぶ側の子供たちにつきましては、さまざ

まな事情によって家庭での学習が困難である

とか、経済的な理由でなかなか塾に通えない

であるとか、あるいは学習習慣がなかなか十

分に身についていない、あるいは尐し休みが

長くなる夏休みのようなところに、鉛筆を持

って机に座るとかいうような習慣づけのよう

なことも含めて、子供たちにその機会を与え

るという事業でございます。 

 

〇荒木章博委員 あと２問ほど質問しますけ

ど、これはとてもいい計画だと思うんですよ

ね。国の奨励事業かもしれませんけどね、非

常にこれは宣伝して有効にやっぱり活用して

いただけるならというふうに思っておりま

す。 

 もう１点は、20ページの、ここに早田副委

員長がいらっしゃいますけど、本会議場で

も、――山鹿では相良
あ い ら

と言うんですかね、…

…（「相良
さ が ら

」と呼ぶ者あり）、ああ、相良
さ が ら

と言

うんですよね。山鹿では相良
あ い ら

と言うのかな

と。相良の700年の歴史ということでです

ね、これはここに書いてありますけれども、

文化庁の2020年東京オリンピックで100件程

度の認定をしたということですね。今後、こ

れはすごい認定を受けたと思うんですけれど

も、今後、将来こういう認定に向けて熊本に

もまだいろんなところがあると思うんですよ

ね。700年はないかもしれぬにしても、あら

ゆる伝統文化、人物含めて、自然遺産含めた

やつがあると思うんですよね。そういうのは

今後申請していかれるのか、ちょっとお尋ね

したい。 

 

〇手島文化課長 現在18件ほどが認定されて

おりまして、委員がおっしゃったように2020

年までに100件程度の今から認定が想定され

ているところでございます。 

 そういったところでございますので、熊本
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県相良700年だけではなくて、それ以外の地

域にも広げてまいりたいということを考えて

おりますので、そういった市町村の取り組み

に対してバックアップ、文化課のほうとして

も積極的にしていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 

〇荒木章博委員 今述べましたように、今は

まだ100件までは達していないんですね。で

すから、今から熊本の歴史文化を出してい

く、まあ加藤清正とか本妙寺とか、またオリ

ンピックのクーべルタン男爵、オリンピック

をつくられた方の思いが、参加することに意

義がある、それだけではなくて、「己を知

る、己を律す、己に打ち克つ」これは宮本武

蔵先生の「亓輪の書」の兵法と一緒なんです

よね。そういったものを霊巌洞とか、あの一

帯の百梅園、叢桂園、釣耕園とか、それと

か、やっぱりそういう歴史観光、島田美術館

も含めて歴史観光の遺産として、やっぱりそ

ういうあたりも積極的に取り組んでいけば、

非常にヨーロッパの人たちが武蔵の英語版と

か、外国語版は世界でもベストセラーにもな

ったという一つのいきさつもありますので、

そういう文化遺産的なもののいろんな、亓輪

の書を含めた霊巌洞とか金峰山とか、そうい

ったものをやっぱり広げていっていただきた

いなと。１カ所の認定を受けた後、今後の対

応を考えておりますか、いかがでしょうか。 

 

〇手島文化課長 委員が言っていただきまし

たように、これから認定がまだ100件ほどと

いうことでございますので、これはストーリ

ーの認定ということになります。そういった

形がございますので、市町村がそういったス

トーリーを練り上げる、そういったところも

一緒に支援していきたいと思っております

し、実は制度自体もよく市町村のほうにも御

理解いただく必要があるということで、６月

の23日に文化財の保護行政主管課長会議、担

当者会議のほうでも、こういった日本遺産を

説明させていただきまして、認定に向けて一

緒に頑張っていきましょうというふうなこと

も申し上げさせていただいているところでご

ざいます。そういったつもりで、頑張ってい

きたいと思っております。 

 

〇荒木章博委員 皆さんいらっしゃいますの

でね、前半はあと１点にしておきたいと思う

んですけど。それは市の田雑理事に、１週間

前に私会いましてね、こういう歴史遺産とか

そういうものを県と一緒に積極的に対応して

ほしいということで、市の方にも要請をして

おります。 

 非常にそういうところは欠けていたと、非

常に彼も認めましてね、積極的に今後も対応

していこうということを言っておられました

ので、彼も国から来ている、国交省から来て

いる、そこの課長も一緒ですが、彼も非常に

そういうのは理解して、現地もよく行ってな

いもんだから、「まだ行っておらぬ」と言う。

「あんた３年もおってから行っとらんとな」

と言って、早速行ったみたいですけど。そう

いったことでお願いします。 

 前半の１点は、29ページですけど、スーパ

ーグローバルハイスクール、これは済々黌

が、今回も済々黌が認定を受けたと。その後

ほかのところ、これだけの予算を計上して、

国からの補助が出ているわけですから、その

後の要望についてはどういうふうに動きがあ

ったのか、どういう――ほかにも、済々黌以

外にも何校希望して何校決まったのか。そし

て、だから１校しか決まらなかったんでしょ

う、まだ。そこのところを、ちょっとお尋ね

したい。 

 

〇越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 済々黌高校が26年度、27年度と、ことし２

年目の指定でございますが、26年度の申請の
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段階で、宇土中・宇土高等学校、水俣高校等

が国への申請をしたところでございます。そ

の際には、教育委員会田崎教育長を初め知事

にも国のほうへ行っていただきまして、お願

いをしていただいたところでございます。 

 このスーパーグローバルハイスクールにつ

きましては、委員の御指摘のとおりかなりの

予算がついておりますが、全国で現在では当

面のところ100校を指定するという計画のよ

うでございますが、今後とも県立高校につき

ましては、申請をもう尐ししっかり練り上げ

たものを出して、来年しっかり取りにいきた

いというふうに考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

 

〇荒木章博委員 ここなんですよね。これだ

けの予算が取られて、100のですか、学校に

予算が計上されるということで、知事初め教

育長も行かれたと。きょうも知事は議会中で

ありますけれども、それは教育再生会議に出

発をされたやに聞いています。そういう各県

の中でも教育の代表として、やっぱり下村文

科大臣にやっぱり会ってしゃべれる立場の地

位にあるわけですよ。そういうところで知事

も、やっぱり大臣あたりにも積極的にこの予

算の確保をしないと、１校だけではもったい

ないですよ。その点、教育長いかがですか、

その感触と今後の取り組み。 

 

〇田崎教育長 今担当課長から話がありまし

たけれども、第１次で済々黌を認定されて、

そのときはたしか60校ぐらいだったと思いま

すけれども、今年度あわせて100校、その第

１陣と第２陣で全国で100校近く認定になっ

ているというふうに聞いております。 

 国のほうの考え方が当初100校を一つのめ

どにしていたというふうに私は記憶しており

まして、予算要求で６月に参りましたとき

も、担当課のほうに参りまして、来年度以降

も引き続きこのスーパーグローバルハイスク

ールについては継続してほしいと、うちの県

の中にもほかにもまだ要望しているところが

あるということで、お願いはしてきました。

国のほうでも、今後どういうふうにしていく

かは検討していきたいと。当初の100校とい

うことまではきているので、そういう状況で

ございます。ぜひ、この事業が継続されて来

年度も熊本から認定される高校が出るよう

に、しっかり努力していきたいと思っており

ます。 

 

〇荒木章博委員 かなりのこれは国の予算

で、利点があり、まあ、あと３校ですか、手

を挙げておる学校もあると聞いています。 

 で、教育長、知事が努力をされてないと僕

は言うんじゃなくて、やっぱりこれだけ日本

の教育行政に知事初め教育長は御協力をされ

ているんですね。だから胸を張って、私は知

事にも今後これだけやっぱり犠牲を払って、

県の犠牲を払って教育再生会議にも出て、や

っぱり知事の代表として出ておられて活躍を

されているから、私がいやみで言っているん

じゃなくて、やっぱりそういう待っている学

校あたりも、だからみんな期待しているんで

すよ、知事が教育再生会議の委員であり、き

ょうも新聞にも教育再生会議があって、あし

たあるんですかね、実際の会議は。やはりそ

ういったところも予算を獲得できるように、

引き続きやっぱり知事にも御努力をいただき

たいなというふうに思っているんですね。こ

れだけ次に待つ学校あたりも市外にもありま

すから、どうぞ引き続きお願いをしたいと思

っております。 

 そういうことで委員長、終わります。 

 

〇髙島和男委員 教育委員会、今の説明の中

で教育サポート事業を初め不登校の解消であ

ったり対策というものが幾つか御説明がござ

いました。現状なんですが、報道によります
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と県内の不登校の小中学生が1,400人いると

いうことが言われておりました。 

 そこで、教育委員会で把握している数字と

いうものがそういうものなのか、そしてそれ

は増加傾向にあるのか横ばいなのか、そこい

らをちょっと教えてください。 

 

〇浦川義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 不登校の本県の小中学校の児童生徒数でご

ざいますが、今委員御指摘ありましたよう

に、平成25年度が小中学校合わせまして、こ

れは国公私立も含めてでございますが、1,41

5名というふうになっております。 

 それまで、平成24年度まではずっと減尐傾

向でございましたが、25年度は増加に転じて

いる、そういう状況でございます。 

 以上でございます。 

 

〇髙島和男委員 なぜ不登校の数を聞いたか

といいますと、先般５月に、御案内のように

国会で超党派の議員さんたちで、多様な教育

機会確保法案を今国会に提出するということ

が報道がありました。私自身このフリースク

ールの議論というのが何となく唐突にぽっと

出てきたなという感じが否めないわけなんで

すね。 

 私は、まず県としてフリースクールに対し

ての考え方というものをぜひお尋ねしたいと

いうことと、まあ民間がやっているわけです

から、なかなか実態というものはつかみにく

いと思うんですけれども、把握されている限

りで結構ですので、県内における設置といい

ますか、フリースクールの実態等々を教えて

いただければと思います。 

 

〇浦川義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 昨年度、小中学生が実際に在籍をしました

フリースクールといたしましては、本県に３

カ所ございます。熊本市に２カ所そして玉名

管内の和水町に１カ所、計３カ所でございま

す。 

 それ以外にも、フリースクールとして窓口

を開いていらっしゃるというところはあるや

に聞いておりますが、実際に昨年度その児童

生徒の在籍はなかったというふうに聞いてお

ります。 

 

〇髙島和男委員、児童生徒の在籍はなかった

わけですね。 

 

〇浦川義務教育課長 昨年度の調査におきま

しては、昨年度の在籍はございませんでし

た。在籍があったのが、今申し上げました３

カ所でございます。 

 

〇髙島和男委員 ３カ所ですね。そのフリー

スクールの中でも、学校の復帰を目指してい

るフリースクールもあれば、学校はだめなん

だと、だからうちに来ているんだというよう

な、学校を否定しているかのようなフリース

クールもあるやに聞いております。子供の居

場所をとにかくつくってやるんだという考え

方のようですね。 

 そういった中での、何というんですかね、

教育委員会としてはあくまでも、やっぱり義

務教育ですから、復帰を促すというか、それ

が本来のあるべき姿だろうと思いますけれど

も、県教委としてのお考えとしてはどうなん

ですか。 

 

〇浦川義務教育課長 今委員が御指摘いただ

きましたように、学校に復帰するということ

を目指してということを考えております。 

 本県の場合には、フリースクール以外に、

市町村が設置しております適応指導教室とい

うのが非常に多うございまして、県内15市町

村に22教室がございます。そこに200名の児

童生徒が在籍しているということで、ここも
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当然、学校への復帰を目指してそこで学んで

いるという状況でございます。 

 

〇髙島和男委員 今、数字的なものがござい

ました。1,400名の中で200名が適応指導教室

のほうに通っているということでいくと、

1,200名の不登校の児童の皆さんは全く、家

にいるか、そこいらの状況というはどうなん

ですか。 

 

〇浦川義務教育課長 例えば、先ほど適応指

導教室のお話ししましたけど、フリースクー

ルもそうなんですけども、全てが欠席の扱い

ということではなくて、そこで一定の条件を

満たしますと、校長と市町村教育委員会の判

断で出席の扱いということになりますので、

先ほどの1,400名の中に200名が含まれている

ということではございません。 

 

〇髙島和男委員 これは私個人の考えなんで

すけれども、現に今おっしゃったように、校

長さん次第では出席していなくても、そうい

ったフリースクールに通っていれば制度上出

席扱いにするというところもありますし、現

に小中学校の義務教育課程においては、出席

していない不登校であっても、卒業は基本で

きるわけですよね。私個人的には、そのフリ

ースクールというものが本当に必要なのかど

うなのかというものは、もう尐しやっぱり国

のほうでも論議をしていただきたいし、仮に

これが今国会で通れば、２年後から制度を開

始するということを言われております｡通る

であるわけでしょうから、ぜひ県教委として

はそこを目途として準備あるいは現状のフリ

ースクールの精査というものをきちんとしな

がら備えていただきたいと思います。 

 以上であります。 

 

〇内野幸喜委員長 今、主要事業の質疑とい

うことで、今の義務教育課の中で関連づけら

れると思いますが、ぜひ委員の皆さん方はペ

ージ数とか言っていただいて質問をしていた

だければと思います。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 

〇前田憲秀委員 じゃ27ページの、いじめ防

止対策の推進事業について、お尋ねをいたし

ます。 

 ２月の質問でも、ちょっと教育長にもお尋

ねさせていただいたんですけど、この防止基

本方針、これがたしか２月で19市町村ぐらい

しかまだ策定ができてないということだった

んですけど、全部を目標にという御答弁をい

ただいたと思うんですが、その後いかがか

を、ちょっとまずお尋ねしたいんですけど、

いかがでしょうか。 

 

〇浦川義務教育課長 市町村の基本方針でご

ざいますでしょうか。今検討中というところ

がまだ多々ございまして、前回から新たな数

字というのは持ち合わせておりませんので。 

 

〇前田憲秀委員 後で、またいただければと

思います。 

 

〇浦川義務教育課長 わかりました。 

 

〇越猪高校教育課長 ２月の時点の数字の確

認という形でございますが、最新のもので策

定済みが19市町村、策定の作業中でありまし

たのが15でございましたが、21にふえてござ

います。 

 策定を検討中というところが５ということ

で、数字を伝えさせていただきたいと思って

おります。 

 

〇前田憲秀委員 19が21ということでいいん

ですかね。 

 

〇越猪高校教育課長 策定作業中15が21とい
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うことでございます。 

 

〇前田憲秀委員 はい、わかりました。 

 もう１点、30ページの、海外修学旅行の促

進事業についてなんですけど、何校ぐらい今

計画というか、あるんでしょうか。 

 

〇越猪高校教育課長 高校生の海外修学旅行

促進事業の希望校ということでようございま

すでしょうか――はい――につきましては、

本年度３校予定をしております。 

 

〇前田憲秀委員 そこは公表はできるんです

か、どことどこというのは。 

 

〇越猪高校教育課長 はい、高校教育課でご

ざいます。 

 学校名ということでよございますでしょう

か。 

 済みません、ちょっと。３校決まっており

ましたけど、後ほどお答えさせていただきま

す。 

 

〇前田憲秀委員 はい。以上でいいです。 

 

〇内野幸喜委員長 ほか質疑はありません

か。 

 

〇小杉直委員 西川施設課長に１つ。24ペー

ジ。校舎新・増改築事業の中で、事業の概要

で事業目的、３に、熊本工業高校実習棟改築

工事というふうに説明してあるですね。前回

も聞いたわけですが、この基本構想設計委託

は、もう大体２月の当初予算から４カ月ぐら

いたちますけれども、どの程度進んでおりま

すかね。 

 

〇西川施設課長 はい、施設課でございま

す。 

 基本構想の策定の作業の状況についてでご

ざいますが、熊本工業につきましては、９

科、それも13棟、非常に大きな改築事業でご

ざいます。今、学校のほうから現状の聞き取

りが終わっておりまして、どこの実習棟にど

ういう機械があって、どういった機能を果た

していて、必要な面積がどれくらいあるの

か、そういった配置計画それから実習室の計

画を検討するための前提条件、そういったも

のを整理いたしております。 

 そういった整理のもとに今後の計画でござ

いますが、まず改築に必要な面積、こういっ

たものを学校側のヒアリングをもとに精査し

ていく作業が１つございます。これは、委員

がお話しになりましたが、８月末が工期でご

ざいますので、大まかな面積、共用部分も含

めまして、実習棟以外の共用部分も含めまし

て、８月の中ほどぐらいに面積を確定する作

業を目標に進めたいと思っております。それ

が個別の計画といいますか、それとともに13

棟ある配置をどういうふうにしていくのか、

これも並行して作業をやっていく必要があり

ますが、片方で面積を確定しながら、その片

方で棟ごとの配置をどうするのか、これを８

月末をめどに作業を進めていくというのが、

今の大まかなスケジュールでございます。 

 

〇小杉直委員 面積とおっしゃるのは、床面

積のことですかな。 

 

〇西川施設課長 まずは床面積といいます

か、現況のそれぞれ実習棟がございますが、

そういった教室ごとの面積の確定という意味

でございます。 

 

〇小杉直委員 10科ある中で９科の増築、新

築になるわけですが、今おっしゃったように

13棟あるということですたいね。だから私が

知る限りでは、今40年前後たった平屋建ての

ままをそっくりそのまま建てるというのは現

状に合わないと思いますので、２階建て、３
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階建てにするとか、いろいろな柔軟策をとっ

て構想を練られると思いますけれども、もう

熊本工業というのは大規模校の１校ですたい

ね、熊本で。それから九州はもちろんです

が、全国から視察によく来ておるようなモデ

ル校ですので、今はグローバル社会の中でも

のづくりが非常に重要視されておる、やっぱ

国の政策の一つですたいな。そういうこと

で、各科ごとだけでつくるということでなく

て、各科が共同研究できるとか、あるいは連

携して実習ができる、そういうふうな意味合

いもあって多目的教室、これは仮称ですが、

私なりの仮称ですが、多目的教室みたいなこ

とをその中に入れ込むという考えはありませ

んかな。 

 

〇西川施設課長 施設課でございます。 

 大まかな基本構想策定のスケジュールは先

ほど申したとおりでございまして、今から詰

めていくという、今検討の段階でございま

す。そういったことで明確にお答えしづらい

面もございますが、学校のほうからも学科ご

との３学年、120人になりますが、そういっ

た生徒さん方が一堂に会して実習の発表をす

るとか、そういった場が欲しいという声を直

接学校から聞いております。 

 今のところ明確にはお答えできないんです

が、そういった学校側の要望を十分踏まえて

今後検討していきたい、そういうふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

 

〇小杉直委員 さすが、やっぱり西川課長は

学校側の要望もよくよく聞き取っておられる

ですな。ぜひひとつ、予算もまたかさむこと

ですけれども、我々も財政当局ともいろいろ

協議をすることはやぶさかでございませんか

ら、今おっしゃったような共同研究・共同作

業、共同実習等ができるような、あるいはい

ろんなほかの運用もできるような多目的な教

室、場所、ぜひともお願いしておきますね。 

 はい、以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 よろしいですか。 

 

〇小杉直委員 はい。 

 

〇荒木章博委員 続けて22ページの、今回予

算に5,700万計上されておるんですけど、細

川コレクション永青文庫推進事業ということ

で。 

 企画展とか特別展、あわせて修復事業、そ

の他を計画をされているんですけども、テレ

ビ、ラジオ、新聞、各情報機関に発信する。

 これは非常に、今から世界の競技が行われ

る中で大事な事業になってくると思うんです

よね。いかに永青文庫古文書を熊本大にある

のをこっちへ持ってきて、尐しずつでも展示

をしていくということなんですよね。 

 それで今、年間、永青文庫に払っているお

金１年間、何年間ぐらい今、億単位は超えて

いると思うんですけれどもね｡細川知事にな

られたときに、いきなり予算をぽんと上げら

れたんですけれどもね、そういう永青文庫、

そして私も永青文庫をよそに持っていくとい

うことだったから大反対して本人にまでクレ

ームつけたいきさつもあるんですけれども、

これは県民の宝ですよね、細川家の宝じゃな

いんです、県民の宝なんですよね。だから、

がらくたのものをぐるぐる回しよっても意味

がない。やっぱり一級品を守り続けていくと

いうことで、県立美術館も別館ですか、国宝

を今まで展示できなかった。しかし、国宝を

展示したのはただ１回、開館の日、展示でき

るのは開館の日だったと僕は思うんですよ

ね。 

 そういった中で、こういう取り組みについ

て、今私がお尋ねしたことも含めて今後どう

いうふうにこの永青文庫を、今回も予算を計

上されて、5,700万も計上されていますの
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で、どういうふうに考えておられるのか、文

化課の対応をお願いしたいと思います。 

 

〇手島文化課長 文化課でございます。 

 今、委員お尋ねいただきました、まず永青

文庫に年間幾らというお話、報償費という形

ですけれども、年間今850万です。 

 いつからということでございますので、当

初昭和51年ぐらいからだったと思います。そ

ういった形で支払っていますが、850万に金

額が上がりましたのは、平成20年に常設展示

を行うことになりまして、それまでの金額か

ら850万ということで金額を上げさせていた

だいたということでございます。 

 また、細川コレクションどういうふうな形

で活用していくかということでございます。

 まず、特に熊大との関係をおっしゃってい

ただきましたので、一昨年、細川家文書の26

6通が国の重文に指定されまして、それを契

機にいたしまして昨年、信長の手紙、先ほど

ちょっと御説明させていただきましたけれど

も、永青文庫の展示のほうでさせていただい

たような形です。 

 こういった形で今5,700万円、修理ですと

か調査、こういったところで出てきたものを

展示につながっていくような形で、さらに永

青文庫に人が来ていただけるような、そうい

った工夫をこの予算の中でしてまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 

〇荒木章博委員 850万に上がったのは、そ

の前に200万ぐらいだったんですよね、あ

れ、たしか。 

 

〇手島文化課長 昭和51年時点では、たしか

200万が最初だったと思います。 

 

〇荒木章博委員 で、200万が知事になって

から500万に上がったんですよ。それから今

度850万に上がったんです。知事はしっかり

しておりなはるけん、当時ですね、300万も

上げちゃって。ですから私は、その筋道とし

て、よそにこれを持っていこうとかというこ

とについては絶対反対なんです。だから県民

のあれですよということで私が騒いだんです

けどね。そうしたら、ちゃんとするからと細

川さんのほうから、本人のほうから言われた

から、どうなったか、こうなったか知りませ

んけど、そういう県民の一人として、この細

川家というのは、さっきも言うたように、熊

本県の宝ですから、いいものを展示して、そ

してまた古文書とあわせた整合性のあるも

の、今回は細川の信長の手紙ですか、そうい

うのも含めて、国民が、要するに世界の人た

ちが注目するようなものを今からその県立美

術館の中にやっぱつくっていくということ

で、今回の予算が5,700万、予算を計上した

んでしょう、第一発目として。どうですか。 

 

〇手島文化課長 細川コレクション永青文庫

の常設展示につきましては、委員が御指摘い

ただきましたように平成20年度に設立され

て、それをやはりどういうふうに県民の皆さ

ん方に伝えていくか、その観点で永青文庫の

この推進事業、ここは計上させていただいて

おりますので、今後やはりそういった観点で

頑張っていきたいというふうに思っておりま

す。 

 

〇荒木章博委員 それで、テレビ、ラジオと

書いています。そして、ここにも各種情報誌

と書いていますけど、そういうやっぱ冊子と

か薄いのでいいので、漫画にしてもいいんで

すよ、そういうものをやっぱりいろんな子供

たちまで見ることができる、読むことができ

る、小学生から大人まで見ることができるよ

うな広報をせぬと、熊本の宝ですよ、これ

は。一番の宝ですよ。だから、ぜひそこのと

ころはお願いをしたいなというふうに思いま

す。 
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 それで、次は27ページですけど、これは大

事なところのいじめ防止対策の予算というこ

とで1,500万計上されている。もちろん、い

じめというのは許してはならないことで、毎

回毎回予算化をされて、先生方とかね、また

今回も弁護士とか臨床心理士ですか、社会福

祉士、そういう人まで入って、学識の人たち

も合わせて、このいじめの根絶をしようとい

う教育委員会のこの予算化、取り組みという

のは非常に高く私は評価をしたいというふう

に思うんですね。 

 そういった中で、実際いじめは減ったのか

ふえたのか、今の高校の、小中学校の状況あ

たりを、ちょっと高校教育課長にお尋ねした

いと思います。 

 

〇越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 いじめの認知件数につきましては、減って

いるというふうに思っております。ただし、

いじめの認知につきましては、その解消、そ

の後の解消というのが一番の目的だろうと思

っておりますので、このいじめ防止対策推進

事業等のさまざまな取り組みによりまして、

解消率は上がっているというふうに認識して

おります。 

 以上でございます。 

 

〇荒木章博委員 よくわかります。解消率は

上がっておる。ただ、やっぱりこれだけの予

算をつけていろんな専門分野の人を並べて、

今後も起きないようにしないといかぬ。 

 ただ私は、この中にやっぱりＬＩＮＥとか

そういういじめで過去に、もう私は教育長か

ら嫌われたけれども、何遍も言ったことがあ

るんですよ。しかし、それが今になっていろ

いろ出てきたんですよね。 

 そういった中で、そういうＬＩＮＥとか、

そういう専門分野の人たちは今回は入らない

んですか。 

 

〇越猪高校教育課長 27ページの事業内容の

２番でございますが、熊本県いじめ防止対策

審議会というところで26年度、ネット世代の

子供たちに対応したいじめの防止の取り組み

のあり方についてということで諮問をしまし

て、26年度末に答申をいただいたところでご

ざいます。 

 これにつきましては、今、委員の御指摘ご

ざいましたように、ネット世代の子どもたち

に対するいじめの防止等の取り組みのあり方

ということで、的を絞って諮問させていただ

いたところでございますので、そこでいただ

きました答申等を踏まえて、教育委員会全組

織で対応をするという方向で今進めていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

 

〇荒木章博委員 わかります。 

 それで、そういうネット関係者の諮問をい

ただいて、それについて学識経験者そういう

専門家の人たちで協議をしていくということ

で、いじめ対策の審議会とか対策の組織の中

にそれを取り組んでいくということです。 

 できれば、答申だけではなくて、紙一枚で

はなくて、やっぱりそういう方々もその会議

に入って意見を出していただく。ペーパーで

は上がっているけども、それを審議するとき

に、こういう審議なんですよというのを、や

っぱりそういう機関の人たちも入れたらどう

だろうかなて、これは今もう入っていません

から、私は今後の課題として要望したいとい

うふうに思っています。 

 次に29ページ。県立高校の教諭というの

は、英語教諭というのは約300名いらっしゃ

る。その中で、モンタナとかいろんな学習に

あわせて、３名が２週間研修に行かれるとい

うことですけど、やっぱこれはもともと、外

国に触れていただくという、英語の先生が全

て外国に行くからいいということではなく
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て、やっぱりそういう先生方の300人のうち

の３名ですから、かなりやっぱり僕は、非常

に尐ないんではないかなというふうに思うん

ですけど、これだけのモンタナ高校等の派遣

費ということで2,100万も予算計上されてい

ますから、生徒ももちろんですけれども、先

生たちも５名、６名とかそういうのも考えて

いくべきだと思うんですけど、上川局長いか

がですか。 

 

〇上川総括審議員 御指名いただきまして、

ありがとうございます。 

 高校英語の教員の指導力の向上につきまし

ては、非常に重要なことだと考えておりま

す。今、教員の例えば英語の検定試験であり

ますとか、ＴＯＥＦＬとかＴＯＥＩＣとか、

いろんな資格検定がございますが、そちらの

ほうも積極的に教員が受けて、自分の実力を

上げていくような取り組みは進めておりま

す。 

 海外には、私としても教員に積極的に行っ

てもらいたいと思っておるんですが、何しろ

予算がございますので、精いっぱいこの事業

を通しまして、３名の教員は今行かせていた

だいていると、そういうところでございま

す。 

 

〇荒木章博委員 黒川警務部長も――うなず

いてはおられませんけど、語学が堪能ですか

ら、スポーツと語学。だからやっぱり、後か

ら警察官の語学についてもちょっとお尋ねし

ますけど、やっぱそういう一つの機会を大き

く与えてやる、300人の３人ですから、本当

に尐ないと思うんですよね。 

 それと最後に、これも大事なことだからや

っぱり言っておかないかぬな。まだたくさん

あるんですけど、この予算計上の中で、「ゆ

うチャレンジ」というのが1,000万ほど、失

礼しました、34ページに学力向上推進事業と

いうことで、「ゆうチャレンジ」が、学力調

査ですよね。学力向上のために、どれだけの

能力がその子たちに備わっているのか、それ

によってどういう教育をしていくかというこ

と、これはとても大切なことだと思います

し、これはかなり前から取り組みがあってい

るかと思うんです。 

 そして、全国の学力テストをすると、昔は

教職員組合が反対、反対とか言いよりまし

た。しかし、やっぱり今からこういうゆうチ

ャレンジを使った教育の仕方、取り組みとい

うのを、务っている課題、問題とか課題分

析、解決、授業の対応の仕方、これがやっぱ

り学校の現場の中では変わってくると思うん

ですけども、こういった中で今、全ての教科

に取り組む考えの中に国が示しているわけで

すけれども、県教育委員会としてもこの学力

向上についてどういうふうにこれを生かして

いこう、もちろん生かしていくことはわかっ

ているんですけど、どういうふうに、再度改

めて、この予算を計上されていますか。 

 

〇浦川義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 今委員から御指摘いただきましたように、

ゆうチャレンジは平成14年度から実施をして

いるものでございます。本県の学力向上の一

つの大きな柱というふうに位置づけておりま

す。 

 これとあわせまして、毎年４月にございま

す全国学力学習状況調査、この２つを柱とい

たしまして、その結果を分析し、そして授業

改善につなげるということで、我々非常にこ

こに力を入れているところでございます。 

 以上でございます。 

 

〇荒木章博委員 わかりました。 

 じゃ、もう１点だったです。42ページです

ね、最後ですけれども。 

 下の事業内容の１、２、３、４と書いてあ

るんですけど、熊本支援学校ということで、
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かがやきの森に今度、重度障害施設が移っ

て、２教室ぐらい空くんですね。私も、あの

江津の学校を見たときに、こんな狭いところ

に子供たちを閉じ込めてかわいそうじゃない

かなという思いでいたわけですけれども、今

回かがやきの森に重度障害施設の子供たちが

移ったわけですね。そしてまた、ここに予算

組みして、この改修をするということでやら

れておりますけれども、改修をして、この残

っている、残っているというか、今いる生徒

たちにスペースが足るのかというのがちょっ

と心配なんですよね。だから、増設を考えな

くていいのか。そこをちょっと支援学校のこ

とでお尋ねしたいと思っています、１点は。 

 ２点は、かがやきの森のことを今手挙げま

したけど、かがやきの森で子供たちが給食を

食べている。知事が落成式のときに、開校式

のときに挨拶をされた。給食がおいしかった

と。子供は書いているんですよ。私は本当

に、これ給食はおいしかったかなと思うんで

すよ。これ給食を持ってきて、そしてミキシ

ングして子供が喉を通るようなようにするん

ですよ。本来ならば、そこで給食をつくっ

て、流動のできるようなものにつくってやっ

てこそ、本当においしいものができると思う

んですよ。でき上がったものを持ってきて、

またそれを砕いて食べさせる。この２点ちょ

っとお尋ねします。 

 

〇栗原特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 今、荒木委員から２点御質問がありまし

た。 

 まず１点目の、かがやきの森支援学校移転

後の、熊本支援学校の教室の状況でございま

す。 

 御視察をしていただいて、今お話があった

ように、かがやきの森の子供たちと熊本支援

学校の子供たちが以前一緒に学んでおりまし

て、当時は教室も足りないという状況でござ

いました。 

 26年の11月にかがやきの森ができまして、

かがやきの森支援学校の子供さんたちが新し

い校舎に移りました。 

 そこで、熊本支援学校のほうで今回、予算

を計上していますのが、かがやきの森の子供

たちが使っていた教室を熊本支援の子供たち

が使えるように改修工事をして、教室の不足

を緩和したいと考えているところでございま

す。 

 具体的には、教室のお話をしましたが、肢

体不自由の子供たちの使い勝手を考えた教室

でございますので、今度は熊本支援学校は知

的障害のお子さんたちが学んでいる学校でご

ざいます。そういう子供たちに適した教室

に、今回の予算をいただいて改修をする次第

でございます。 

 この改修によりまして、14教室を確保する

ことができまして、教室不足の緩和ですとか

教育の充実に私どもつなげていきたいと考え

ております。 

 ただ、今後も熊本市内の知的障害のあるお

子さんで、特別支援学校への進学を希望され

る方々が増加をしてまいりますので、今後の

児童生徒数の推移等を見ながら考えていきた

いと考えております。 

 続いて２点目の、かがやきの森支援学校の

給食について御指摘がございました。 

 自校で調理をして、その後２次調理も必要

ではないかということでございましたが、委

員がおっしゃるとおり自校調理というのが非

常に理想的ではございます。ただ、厳しい財

政状況の中で、学校給食の効率的な運営です

とか業務の見直しなどにより、従来から調理

業務の外部委託というものが進められてきて

おります。また、かがやきの森支援学校は敷

地面積のほうがある程度限られておりまし

て、調理場を設けるためには、今あります教

室棟の約３分の１のスペースが必要となりま

して、子供たちの重要な学びの場である教室
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を確保することを優先した次第でございま

す。 

 そのような流れに沿いまして、かがやきの

森支援学校におきましては、給食の調理を熊

本市立の京陵共同調理場に委託をいたしまし

て、給食の提供を受けているところでござい

ます。 

 かがやきの森支援学校には、児童生徒44人

のうち、医師からの指示で経管栄養剤を給食

時に摂取している子供が６人、残りの38人が

いわゆる学校給食を食べているわけですが、

そのうちの27人がミキサー等を使った２次調

理、これは５段階に分かれておるんですが、

そういう調理が必要となってまいります。 

 そこで、２次調理では特に衛生面での配慮

が必要ということで、校内に２次調理スペー

スを設けまして、民間業者に委託をし、民間

業者から派遣をされました４人の職員と学校

栄養職員１人が２次調理を行っている次第で

ございます。 

 今後とも、全ての児童生徒に安全で安心

な、よりよい給食を提供できますよう、私ど

もとしても取り組んでまいりたいと考えてい

るところでございます。 

 

〇荒木章博委員 支援学校については、熊本

市も計画をして今後取り組んでいくから、緩

和については尐しは解消できるというふうに

は思います。 

 しかし、スペースあたりも今後やっぱり考

えていきながら長期計画で取り組んでいただ

きたいなと思うのが１点です。 

 それと２点は、かがやきの森の支援学校の

子供がやっぱ楽に、給食はおいしかったと。

本当に僕はおいしかったんだろうかと、知事

がそれを紹介されて、すばらしい学校なんだ

と。衣食住というのは人間のきちんとした骨

格ですから、そういった中で子供たちが、や

っぱり半分以上の子供たちがミキシングをし

て、また調理をして調理をするということじ

ゃなくて、将来はスペースの問題とかいろい

ろあります。駐車場もかなり広いわけですか

ら、そういった中で、今後こういうことがや

っぱり自前で調理ができ、それを砕かれた調

理の仕方で、できたものを、熱いものを食べ

させる。そうしないと、今はミキシングにか

けたりすれば、冷えておいしくないわけです

よ。だから子供たちが、私は見ていて非常に

いい入学式だったし、この前子供たちが短い

時間だったけれども子供たちの卒業式、もう

涙、涙だったですよ。だから、そういう子供

のために私は今後も、教育委員会もいろんな

角度から御支援をいただきたいなというふう

に思いますので、どうぞよろしくお願いした

いと思います。 

 終わります。 

 （「委員長」と呼ぶ者あり） 

 

〇内野幸喜委員長 小杉委員。 

 

〇小杉直委員 もう２時間半になりますの

で、生理現象もありますし、暫く休憩を希望

しますけれども。 

 

〇内野幸喜委員長 はい、ただいま小杉委員

からありました。 

 この際、昼食のため休憩をとりたいと思い

ます。午後１時10分まで休憩をさせていただ

きたいと思います。 

  午後０時24分休憩 

     ――――――――――――――― 

  午後１時８分開議 

〇内野幸喜委員長 それでは、休憩前に引き

続き会議を開きます。 

 教育委員会に係る質疑をまた始めたいと思

います。 

 なお、執行部は説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

 質疑はありませんか。 
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〇溝口幸治委員 質問も簡潔に行います。 

 43ページ。人権同和教育課ですが、北朝鮮

の拉致問題についてお尋ねいたします。 

 拉致問題の人権侵害啓発週間があるとき

に、学校の先生方とか県職員だとか、広く県

民も含めて研修会というか勉強会があってい

ます。そのほかに、そのほかにですね、ここ

に上がっている教育推進事業とか人権教育フ

ォーラムとか、こういう中で北朝鮮の拉致問

題についての人権という観点からどのように

触れられているのかというのが１点。 

 それから、本県ではＤＶＤ「めぐみ」を活

用した学習指導要領をつくって、それぞれ長

年取り組んでこられていますが、今どういう

活用をされてどういう効果が上がっているの

か、そういう調査をなさっているのかどうか

ということをお尋ねをしたいというふうに思

います。 

 

〇古澤人権同和教育課長 人権同和教育課で

ございます。 

 研修の機会でございますけども、12月に行

われます国際課との講演会のほかにも、毎年

ではございませんけども教育庁職員の人権問

題研修会というのを９月前後に行っておりま

すけども、平成24年度につきましては、拉致

被害者の松木薫さんのお姉さんであります斉

藤文代様に御講演をいただいて、基本的認識

を高めたり、昨年度につきましては津奈木町

の小中学校での人権教育研修会におきまし

て、内閣官房拉致問題対策本部と本課も入り

まして講演会等を実施しております。あわせ

て、各小中学校県立学校におきましても授業

の中で取り組まれているということでござい

ます。 

 またＤＶＤ「めぐみ」の視聴でございます

けども、平成20年度の人権教育推進調査にお

きまして、小学校では36.7％、中学校におき

ましては28.6％、県立学校におきましては3

8.6％の児童生徒が視聴しております。前年

度比較にしますと、伸びの傾向が数字から見

られております。 

 あわせて教職員におきましては、校内研修

等で視聴をしているところでございます。 

 以上でございます。 

 

〇溝口幸治委員 今の調査は、20年とおっし

ゃいましたか。 

 

〇古澤人権同和教育課長 26年度の推進状況

調査でございます。 

 

〇溝口幸治委員 26年。じゃ毎年毎年調査を

やられて、毎年毎年きちっと活用するように

指導しているというふうに理解していいんで

すか。 

 

〇古澤人権同和教育課長 毎年度末に、人権

推進状況調査というのは行っております。そ

の中の項目の中に、この拉致問題についても

調査をやっておりますので。 

 以上でございます。 

 

〇溝口幸治委員 ありがとうございます。 

 拉致問題については、我々がやれることは

本当に、国民の啓発というか意識をきちっと

持っておくということですので、このＤＶＤ

を活用した学習指導要領も県では全国でも先

がけてやったほうですので、ぜひ引き続きし

っかり対応していただきたいというふうに思

います。 

 以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

〇荒木章博委員 僕は関連して。 

 拉致の件では、私はこれ拉致のバッジは必

ずはめておるんですけどね、背広を持たぬば

ってん、５つ持っておるとですよ。いちいち
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張り替えると大ごとと思ったもんですけん

ね。 

 そういうことで、松木薫というのは私と６

年間同級生で非常に、熊本の子供が、人間が

拉致をされたという意識づけをやっぱり広報

宣伝の中でもよく、もちろんめぐみさんも大

切ですけれども、やっぱり。だから一昨日も

斉藤文代、お姉さんともお話をして、７月23

日に「日韓の架け橋」というタイトルで御挨

拶を斉藤文代さんにいただくということでし

ておりますので、やっぱそういうのも積極的

にですね。また私それ、チラシを持ってきま

すから、また何かに、学校あたりでも使って

いただければ。単純に言えば加藤清正公が拉

致した子供が本妙寺の三代住職となって島原

の護国寺を建てて、ふるさとに帰ることがな

かった。向こうの両親も、拉致したもんだか

らものすごく熊本の加藤清正を恨んでいた。

そういうストーリーなんですよ。 

 しかし、最後まで清正を慕っていった、

で、亡くなっていく、66年の生涯を終わって

いくという、異国の地で66年というストーリ

ーなんですよね。 

 だから、お互いがそういう拉致をしちゃい

かぬということを漫画でつくってありますか

ら、今度お持ちいたしますから教育長よろし

くお願いします。 

 終わります。 

 

〇内野幸喜委員長 よろしいですか。 

 

〇末松直洋委員 17ページの社会教育課。地

域の寺子屋推進事業ということがありますけ

ど、昨年50カ所以上で寺子屋が立ち上げられ

たということでありますけど、主な活動内

容、いろんなことがなされておりますけど、

どのような活動をなされているのかをお聞き

したいと思います。 

 

〇福澤社会教育課長 済みません、地域未来

塾でございますけれども、の御質問というこ

とでよろしいですか。 

 

〇末松直洋委員 地域の寺子屋。 

 

〇福澤社会教育課長 寺子屋。失礼しまし

た。 

 地域の寺子屋でございますけれども、これ

は学校教育に地域の方々の協力を得て行う

と。ミシンであるとか書道であるとか、そう

いうようなものについては、例えば、必ずし

も教員が得意ではないというようなものもご

ざいます。そういうようなものについては、

公民館講座を受けておられる方であるとか、

教員のＯＢの方のような教える、あるいは技

術になれている方の協力を得るであるとか、

そういうような場をつくり上げるというもの

でございます。特に何かの箱をつくるという

ことではなくて、そういう関係をつくり上げ

るというものを地域の寺子屋というふうに呼

ばせていただいております。そのような協力

関係ができたものが、50カ所という認識を持

っていただければと思います。 

 

〇末松直洋委員 まず、その50カ所に熊本県

としての指導とか、かかわりはどういった感

じをなされているんでしょうか。 

 

〇福澤社会教育課長 御質問ありがとうござ

います。 

 県の教育委員会といたしましては、学校の

授業の中に外の人が入ってくるというような

ことがございますので、学校の授業の中に入

っていきやすいように、間に人を、コーディ

ネーターという人を立ててもらって、学校の

都合あるいは外の人の都合あるいは準備とい

うものをうまく交通整理できるコーディネー

ターという人を置いて、その人にその地域と

学校のそれぞれの事情をよく知ってもらって

交通整理をしてもらうということを、うちが
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予算を出して、市町村が設置するものを支援

する、あるいはその検証を行うというような

ことを行っております。 

 

〇末松直洋委員 わかりました。 

 

〇内野幸喜委員長 いいですか。 

 

〇末松直洋委員 はい。 

 

〇内野幸喜委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

〇内野幸喜委員長 なければ、これで教育委

員会に係る質疑を終了します。 

 続きまして、警察本部に係る質疑に入りた

いと思います。質疑はありませんか。 

 

〇荒木章博委員 警察資料は７ページですけ

れども、職員採用の、大量の退職者、大量の

採用時代の対応、優秀な人材の確保というこ

とで、この件について質問をいたします。 

 警察官の採用の体格というのは、178、

162、47キロ、胸囲も決まっていたんですけ

ども、今回、山口以南、九州では初めて警察

官採用の体格を不問にするというのが、読売

新聞に先般載っておりましたけれども、ここ

は、こういうのはどういったところでこうい

う形になったのか。 

 非常に、警察官になり手が過去と比べてだ

んだん尐なくなってきた、いろんな現状の中

で苦肉の策だと思いますけれども、そういう

ところをちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

〇黒川警務部長 お答えいたします。 

 今、先生御指摘のとおりの面もございまし

て、もちろん警察官というのはさまざまな職

務執行の場面がございます。体力、気力また

知識、知力、こういったもの全て総合的に必

要でございます。ただ、全てを完璧に備えて

いるということはなかなか厳しゅうございま

して、これまでもおおむねという形で、身長

等の基準というものを設けておりました。 

 ところが警察官に、例えばですけれども、

警察官になりたいんですけれども若干基準に

数字的に足りないですとか、そういった理由

で、そもそも警察官を諦めてしまうような方

もいらっしゃるという実例が実際にございま

す。 

 そこで、これまでもおおむねという言い方

で表現はしておったんですが、やはり非常に

わかりにくいというか、やはりその個人の持

つ能力というものは総合的に判断されるべき

であって、ただ身長が足りないからそれだけ

で警察官になれない、向いていないというこ

とではなかろうというところで、広く門戸を

広げるためにも、基準という形では撤廃をし

ました。しかし、これは当然のことながら警

察官に体格的なものが要らないとか体力が要

らないということではございませんので、そ

の応募があった人間から優秀な、そして多様

な人材を確保していく、そしてそれを警察学

校においてしかるべく鍛えていって、一人前

の警察官として現場に出す、そういうプロセ

スの中での、門戸を広げるという趣旨も含め

ての改革であるというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

 

〇荒木章博委員 非常に、全国で６県目とい

うことで、今回先がけてやられるということ

で、非常に私はそれはいいことだ、すばらし

いことだなと思うんですよね。身長がどうし

ても足らなかったら警察官になれない、例え

ば１センチ足らなかった、体重が１キロ足ら

なかっただけで、警察官を夢見てなれなかっ

た子供たちもたくさんいると思うんですけれ

ども。 

 そういった中で部長の答弁も今ありました

けれども、そういう例えばＤＶ被害とか、い
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ろんな今相談のジャンルが、体形だけではな

くて能力的にもいろいろ大切な時期、いろん

な今難しい問題も広がってきているもんです

から、今までの警察官の対応力とやっぱ違っ

た対応力があると思うんですよね。 

 そういった中で、今度採用されるわけです

から、今後のそういう人たちの、今もやって

いるでしょうけれども、例えば柔剣道で体を

鍛えるとか、何かそういうことも考えておら

れるのか、ちょっとお尋ねしたいと思いま

す。 

 

〇黒川警務部長 採用後、警察官につきまし

ては警察学校で必要な教育を受けるというこ

とになります。初期的な教育についてです

が、例えば大学卒の場合は半年間、高卒の場

合は10カ月間、そして一旦現場に出て、そし

てさらにもう一度警察学校に戻ってきて、補

習課程と呼んでおりますが、それをまた数カ

月間というサイクルでやっておりますけれど

も、そこでの教育というのは、基本的には警

察庁のほうで定めましたカリキュラム、これ

に基づきまして、多尐は当然、県のほうでも

アレンジしていくという中で、その教育プロ

グラムを組んでおります。当然その中には座

学、法律的なものも当然でございますし、今

先生から御指摘がありました術科、これは柔

道または剣道それから逮捕術、あるいは射撃

訓練、こういったものもさまざま組み合わせ

まして、限られた時間の中ではありますけれ

ども、先ほど私が答弁いたしましたように総

合的なというか、人格も含めまして総合的な

能力を涵養する、そういう方針で教育を行っ

ているというところでございます。 

 

〇荒木章博委員 それに関連して、指導する

教官ですね、ちょっと誤解があってはいかぬ

けれども、非常に教官の先生方は優秀な先生

方がたくさんいらっしゃる。 

 しかし、この初めて学校に入り、警察官を

目指して学校に入り、そしてこの子を赤にす

るのも黒にするのも紫にするのも、その初頭

のときの教員の方の指導力だと思うんです

ね。そういったところで、やっぱりそういう

愛情のある指導、また、やっぱり卒業するた

めにはピストルを持ったりしなければいかぬ

から、いろんなことがあっても厳重に厳しく

これは育てなければいけない、それが私は正

直言って当然やるべきことだと思うんですけ

れども、やっぱりその子供を育て上げる、大

体この教員という方は警部補ぐらいの方です

か。 

 

〇黒川警務部長 現在、基本的には担任制度

を敷いておりますけれども、教官と呼んでお

る者は熊本県警においては警部補が基本とな

っています。 

 

〇荒木章博委員 だから、私は優秀な人じゃ

ないと言っているんじゃないんです。どっち

かというと、本庁の中のほうが優秀な人たち

がどんどんどんどん吸い上げられていく。そ

ういった中で、やっぱり現場の一から指導す

る指導者というのは、過去にはやっぱり佐藤

征紀さんや河上荘介さんなど、いろんな、県

警の幹部になる人たちが、まあ名前を特定し

てはいけませんけれども、非常に優秀な方た

ちもいらっしゃったと思うんですよね。 

 だから、今後のやっぱり、これは答弁は要

りませんけれども、やっぱり指導する教職員

の指導力、それを見抜いてやっぱり黒にする

か白にするか、将来の夢ある警察官になりた

いと思ってですね、私の教え子も小学校４年

生のときに剣道大会に出て、県警本部長がそ

の大会にわざわざ見に来られて、その子たち

のグループを、チームを元気はつらつ賞とし

て県警本部長が、そしてポケットマネーで図

書券をやられた。その子はそれ以来、コピー

して飾って、県警になりたいと。今、機動隊

におりますよ、剣道日本一になってですね。 
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 だから、そういうやっぱり夢のある場所、

私は学校というのはそういう場所だと思うん

ですよ。もちろん厳しさがなければいけない

と思うんですけれども。そういったところも

今後そういう、もちろんどこにでも優秀な人

はいらっしゃるでしょうけれども、特に教員

となられる方は特に優秀な方を今後も、今後

もですよ、派遣をしていただきたいなという

思いでおりますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 ２点目が、……（「関連して私が」と呼ぶ

者あり） 

 

〇小杉直委員 荒木先生の話を聞いておった

ら、県警本部のほうが警察学校の教官よりも

優秀な人が多いというお話に受けとめたけれ

ども、 

 

〇荒木章博委員 そうは言っていません。よ

く聞いてから言わにゃ、あんた。 

 

〇小杉直委員 そうじゃなかった。 

 

〇荒木章博委員 ああ、そうじゃないです。

なら、ちょっと言いますよ。 

 

〇小杉直委員 私が最後まで言ってから。 

 

〇荒木章博委員 はい、はい。 

 

〇小杉直委員 私が知る限りでは、やっぱり

警察学校の教官という人は、かなり選ばれた

指導力のある人が多いなというのが、私の感

想ですがね。 

 

〇荒木章博委員 いいですか。 

 小杉委員の答えに。私は、そういう言い方

はしておりません。ですね。それならば、や

っぱり指導官が警部になる合格率がちょっと

尐ないんじゃないかなというふうに思いま

す。２回、３回。 

 だから、やっぱりそういう優秀な教官をや

っぱ育てていただきたいという、だからいな

いと言っているんじゃないんです。本庁のほ

うにも優秀な人たちがいるけれども、現場の

指導するそういう教職、新たな、要するに学

校に合格して指導していただく方には、より

以上のやっぱ指導力をまた私たち求めていき

たいなというふうに思います。 

 そうじゃいなと、変ないろんなことのうわ

さ、うわさとかそういうのは出ないはずです

から。今後もそこはお願いしたいと思いま

す。 

 

〇小杉直委員 今、荒木先生の話を聞いてあ

る程度安心しましたが、県警本部のみならず

警察学校の教官にも優秀な人材がそろってお

るということですな。 

 

〇荒木章博委員 そうです。そう言ったつも

りですけど。 

 

〇小杉直委員 はい、わかりました。 

 

〇荒木章博委員 それで、それは僕は要望で

すので、言っておきます。 

 60ページの、小杉先生は前回も教警委員会

ですから、もう全部この予算は１回やってお

られるから、２度目の予算ですから、私たち

のような素人が言うのは大分わからない点が

あるときは、いろいろ教えて今後いただきた

いと。もう２回予算は見ておられるから。私

たちは初めてなもんですから、わからない点

は御理解いただきたいと思っています。 

 免許証の更新、申請、免許証の取り消しと

か、高齢者は返上するということが新聞、テ

レビでよく報道されておりますけれども、こ

ういったやっぱり認知症の人とか、高齢者が

できるだけ市町村でも返上してくださいとい

う運動が、民間企業もあわせてやっていると



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成27年６月30日) 

 - 39 - 

ころですけれども、県警のほうでそういう把

握をされて、そういうのにされているのか、

ちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

〇髙山交通部長 優遇措置ですか。 

 

〇荒木章博委員 優遇措置もあわせてです。 

 

〇髙山交通部長 県内で自主返納をされた高

齢者に対して優遇措置をとっているところ

は、自治体で言いますと熊本市と多良木町の

ほうが、住民基本台帳カードの交付手数料を

免除すると。 

 それから地区の交通安全協会のほうが、運

転経歴証明書の交付の手数料を負担します

と。 

 それから県内の全域の路線バスでございま

すが、これの熊本の市電と熊本の電鉄のほう

も一緒でございますが、運賃の半額という割

引をやっております。 

 また、玉名地区のタクシー会社におきまし

ては、１割の割引というような優遇措置等が

あります。 

 

〇荒木章博委員 今、その数字的にどのくら

い前年度に返上されているのかという、数値

のあれはございませんですかね。 

 

〇髙山交通部長 ことしの１月から４月まで

の自主返納の件数は1,064件でございまし

て、前年同期比でいきますと443人の増加と

いう数字になっております。 

 

〇荒木章博委員 やっぱ高齢者、認知症を含

めて交通事故が多いですね。そういった中で

返納、返納というんですかね、されるのが増

加をしてきている。そういう市町村の、熊本

市とか、県と市町村のやっぱり取り組みだと

思いますので、やっぱこういうことをちょっ

とアピールして、いろんな免許証の没収じゃ

ないですけど、返納を働きかけていけば高齢

者対策にもなるんじゃないかなというふうに

思いましたから質問をさせていただきまし

た。 

 もう１問。前半は申し上げます。 

 14ページに特殊詐欺とか振り込め詐欺と

か、そういったところが出ております、予算

化されておりますけれども、新聞やテレビあ

たり見ますと、福岡大都市圏がかなり多く

て、熊本県の今の状況はどういった、金額で

すかそれとも件数ですか、下がっているのは

どちらかお答えください。 

 

〇佐藤生活安全部長 いわゆる県内におきま

す特殊詐欺の現状でございますけれども、５

月までの認知件数につきましては48件。昨年

の同期比でプラス19件ということで、増加を

しております。 

 また被害総額につきましては、およそ１億

4,700万というようなことで、こちらのほう

も昨年と比べますと4,500万円のマイナスと

いうふうになっておるところでございます。 

 

〇荒木章博委員 金額は下がった、しかし件

数は19件ふえたということですね。私も本会

議では回あるたびに、この振り込め詐欺、特

殊詐欺というのは、――私の友人がそういう

詐欺に遭って、１回遭ったら、２回、３回遭

うんですね、そういう横の連携ということ

で。 

 それで福岡の大都市圏が多くなって、今、

福岡県警が集中取り締まりをやると、暴力団

も含めて集中取り締まりをやっている。そう

いった中で、やっぱり福岡が今度はある程度

これは尐なくなってくるんじゃないかなと思

うんですけれども、そしてやっぱり熊本に下

りてきやせぬかなと、そういう気持ちもせぬ

でもないんですけれども、そういった中で、

不審電話から身を守る、これは朝日新聞にも

昨日のやつに、日曜日の一昨日も出ていまし
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たし、今県警では電話ですか100台、各配置

をして、本会議場で私質問した件なんですけ

ど、配置をされているということで、今その

利用状況または、その利用状況の中でこうい

うことが抑止できたとか、そういうのが何か

あったら教えてください。なかったらいいん

です。 

 

〇佐藤生活安全部長 福岡で非常に増加をし

ていると、委員御指摘のとおりですね。既に

200件を超えておりますし、被害額につきま

しても10億を超えておるということで、承知

はしておるところであります。 

 で、この波及が熊本にも出てくるのではな

いかというような御指摘でございますけれど

も、これにつきましては福岡だけでなくて、

九州各県の担当者同士が連携をしまして、情

報の交換といいますか、情報を共有するとい

うような形で、新たな犯罪の手口であります

とか、被害等が出ました場合は、速やかにい

わゆるゆっぴー安心メールでありますとか、

あるいはテレビの情報番組のテロップ等を使

いまして先制的に早目早目に県民の方にお知

らせをして、抵抗力をつけていただくという

ような取り組みをやっているところでござい

ます。 

 また、昨年から導入いたしました自動録音

機ですけども、100台導入をいたしまして、

県内それぞれ配置はしております。これにつ

きましては、設置をされた方に御意見、アン

ケートをとりましたところ、まずかかってこ

なくなったと。特殊詐欺のみならず、それ以

外のいわゆる迷惑の電話等ございますけれど

も、そういったものもかからなくなったとい

うようなことで、非常に大きな成果を上げて

おるんじゃないかというふうには考えており

ます。 

 

〇荒木章博委員 それで、それから先を言う

とまたあれなんですけどね、その100台がど

のくらい普及しているんですかね、大体どの

くらい、100台の中で。 

 

〇佐藤生活安全部長 ほぼ全台ですね、設置

はしております。 

 

〇荒木章博委員 それで、100台でも足らな

くなったのかなと思ってですね。それならば

また、みんな待っておられる方がいらっしゃ

るのかな、そこあたり。そうすればまた今後

のやっぱり台数の対応の仕方、それでやっぱ

り、これをやることによって告知が出ました

から新聞やテレビで。出ましたから抑止力に

なると思うんですよね。あ、もしかすると録

音されているんじゃないかなというふうにで

すね。そういったところで、ちょっとお尋ね

をしたいと思います。 

 

〇佐藤生活安全部長 ことしの当初予算で

140台導入をするということで、認めていた

だいております。これを早急にですね。現在

入札等をやっておる段階でございますので、

でき次第、各署のほうに配置をしていきたい

というふうには考えております。 

 

〇荒木章博委員 それでは100台と140台で、

今年度が140台で240台と見ていいんですか。 

 

〇佐藤生活安全部長 そのとおりです。 

 

〇荒木章博委員 もう非常にこれは功を奏し

た事業で、いろんな詐欺事件、特殊詐欺も含

めた取り組みであるんじゃないかと。今後も

よろしくお願いしたいと思いまして、終わり

ます。 

 

〇内野幸喜委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

〇髙島和男委員 18ページ、19ページです。
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ＤＶ対策についてお尋ねしたいと思うんです

けれども、事案対応態勢ということで、24時

間３交代制で各署で受理して指導・助言・応

援を実施しているということですけれども、

もう尐し具体的に教えてもらっていいです

か。 

 

〇佐藤生活安全部長 人身安全関連対策室を

昨年春立ち上げまして、当初は24時間の３交

代で２人、初期的事態対処チームというのを

つくりました。２人が本部の生活安全企画課

で勤務をしまして、24時間で６名、３交代

で、一線で発生しましたストーカー、ＤＶ事

件につきましては全て報告を受けております

ので、それに対して必要な措置をとっていく

というようなことをしています。ことしの３

月、増員が認められましたので、従来２人体

制でやっておりました初期的事態対処チー

ム、これを３名にいたしまして、３名の３個

班ですね。ですから１日３人で３交代で、そ

れぞれが現場の支援等を行っているというよ

うな活動をしております。 

 

〇髙島和男委員 その下にも書いてあります

けれども、ＤＶに限ってで答えは結構なんで

すけれども、避難場所の確保ということであ

りますけれども、いわゆるシェルターのこと

だと思うんですけれども、県内にシェルター

と言われる施設というか、幾つほどあるんで

すか、数的には。 

 

〇佐藤生活安全部長 申しわけありません。

シェルターそのものの数を今ちょっと私は把

握しておりませんが、基本的に――済みませ

ん。県ではシェルターとしては１カ所でござ

います。 

 

〇髙島和男委員 それは、どういった方々が

運営されているんでしょうか、その１カ所

は。 

 

〇佐藤生活安全部長 それは県のほうで相談

センターというのを設置しておりますので、

こちらのほうで運営をしております。 

 

〇髙島和男委員 県がですか。ちなみに、私

が知っている方も、多分これシェルターだろ

うと思うんですけれども、健軍のほうにある

んですね。警察の方からいろいろと、そうい

う被害があった、そして駆け込むというとこ

ろで来られているんですけれども、非常にや

っぱり善意で、まさしく民間の方なんです。

運営自体が非常にやっぱり厳しいと。多いと

きには、子供連れで２～３組入られることも

あると。そうなりますと、食事であったりと

いうのも、そこの皆さん方で負担しなくちゃ

いかぬということなんですが、そういった事

例というのは今の案件の中には入っていない

んでしょうか、部長がおっしゃった案件の中

には。 

 

〇佐藤生活安全部長 民間で運営されている

部分については、警察のほうでは把握は今の

ところしておりません。これは自治体のほう

でも対応されている問題でございますので、

民間等のシェルター等については県あるいは

各自治体、熊本市等々で把握されているんじ

ゃなかろうかというふうには思っておりま

す。 

 

〇髙島和男委員 上がってきますよね、ＤＶ

の被害が上がってきて報告を受ける。要は、

やっぱりそこから先が一番肝心なんじゃない

かと。非常に、まあ生きるか死ぬかというよ

うなケースもあるわけであって、下の数字を

見ても認知件数は26年度かなり増加しており

ます。保護の命令自体は横ばいかもしれませ

んけれども、私自身はもう尐し、民間の皆さ

ん方のお話もまた聞いていただいて、そして

それに対して県としての財政の負担ができる
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かどうかというのはちょっと難しいかもしれ

ませんけれども、非常にやっぱり御苦労され

ているのは事実でありますので、ぜひ、そこ

いらもまた連携をもちろん取りながら把握し

ていただきたいと思います。 

 ２点目いいですか。 

 

〇内野幸喜委員長 はい。 

 

〇髙島和男委員 簡潔にいきます。 

 66ページでございます。交通安全施設等の

整備ということで、先ほど御説明ございまし

た信号機の設置でございます。ことしが２基

ふえて17基ということでありますけれども、

単純に信号機の設置の基準あるいは優先順位

といったところを、簡単で結構です、教えて

ください。 

 

〇髙山交通部長 信号機の設置につきまして

は、交通事故の発生の実態、道路の形状、横

断する歩行者の数などを踏まえまして、設置

の必要性を総合的に検討いたしまして、幹線

道路の新設あるいは改良箇所など、優先度の

高い箇所から整備をしておる状況でございま

す。 

 

〇髙島和男委員 私たちも、みんな歩けば、

話を聞けば信号機の話を当然耳にするわけで

ございまして、優先度の高い、そこら辺がな

かなか難しいんだろうと思うんですよね。な

かなか答えにはならぬかもしれませんけれど

も。 

 

〇髙山交通部長 警察庁が必要的信号機の設

置基準というのを設けておりまして、その中

に必要的条件ということで、主道路の交通量

が原則としてピーク時、１時間に300台以上

であること、隣接する信号機との距離が原則

として150メーター以上離れておること、そ

れから赤信号で車両がとまった場合、安全に

すれ違う幅員が確保できること、歩行者が安

全に横断待ちをする場所があることなど、確

保できることというような基準がございま

す。それプラス先ほどの交通事故の発生状況

とかなんかを勘案して設定をしております。 

 

〇髙島和男委員 後ほどまた、そういった資

料をいただけますか、今おっしゃったような

ことの。もしもまとめてあるんであれば。後

ほどで結構です。 

 

〇内野幸喜委員長 それだったら、委員全て

に渡していただければというふうに思いま

す。（「委員長、今のに関連して」と呼ぶ者あ

り）はい。 

 

〇荒木章博委員 信号機というのは、旧式な

やつも新しくしていき、また新しく新設をす

る中で、今回２基ふえたということで、やっ

ぱり交通部の御努力だったというふうに思う

んですね。１基がものによってはやっぱり数

千万かかりますからね。だから、やっぱりこ

ういった中で、やっぱり信号機ばっか余りふ

やすと交通渋滞を招いたり非常に迷惑をする

という解析の中でやっぱりそういうふうにさ

れていると思いますので、今後もやっぱり信

号機の設置というのは毎回、毎回要望がかな

り上がって交通部も大変だと思いますので、

引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

〇前田憲秀委員 ３ページ、４ページでちょ

っとお尋ねをしたいんです。 

 私もずうっとお尋ねをするんですけど、警

察職員の方が3,500人ということで、１人当

たりの負担人口が606人、これは年々尐しず

つ減ってはきているんですかね。何か余り変

わらない気がするんですけど。 

 

〇黒川警務部長 今年度、先ほどからお答え
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しているように12人増員をいただきました。

人口は、日本、減尐社会に入っておりますの

で、その意味においては、尐しずつではあり

ますが、この負担人口というのは、当県にお

いても、そしてほかの県においても下がりつ

つはあるという状況ではあります。 

 

〇前田憲秀委員 この下のグラフで言うと、

福岡、長崎からすると１人当たりの負担130

人以上違うわけですよね。ですから皆さん方

お一人お一人は何らかのやっぱり負担感を感

じられている部署もあられるんじゃないかな

と思うんですよね｡一遍に人をふやすという

のはなかなか難しいのかもしれないんですけ

ど、例えばその間、尐しずつでも狭まる間

に、何かハード面だとかそういったところに

多く予算がついていますとか、そういうのも

特にはないんですかね。 

 

〇黒川警務部長 まず増員につきましては、

本年度から３カ年計画で国のほうで合計

3,000人、1,000人ずつを３カ年ということで

国の増員計画がございまして、これが端的に

言えば各都道府県にどういう数が配分される

かというところでございます。 

 昨年秋もそうでしたが、先般も副議長にも

東京まで、警察庁まで来ていただきまして、

熊本県に一人でも多く配分をしていただきた

いという要望、応援をしていただいたところ

でございます。 

 そういった中で、徐々にではありますがふ

えていっているというところ。この人の足り

ない部分について、予算的な措置、機械的な

ものでカバーできるものはカバーしていくと

いうことでございますが、これも今年度予算

も前回の議会で御承認をいただきまして、一

定の必要な額については予算化をさせていた

だいていると思っております。 

 要望を言えば切りがないところでございま

すので、限られた予算、限られた人員の中

で、あとは我々の中で工夫をしながら予算を

適切に執行していく、人材も、先ほど来話も

出ております限られた数の中でも尐しでも一

人一人の能力を高める中で、人数的に他県よ

り尐ない部分を補うべく、指導教養を徹底し

ていきたい、これまでもやってまいりました

し、今後もより一層指導強化をしていきたい

というふうに思っております。 

 

〇前田憲秀委員 すばらしい答弁なんですけ

れども、私としてはやっぱり負担――皆さん

そうですけれども、特に県警察というのは命

がかかわることもあるでしょうし、さまざま

時間の負担においても負荷が生じるところで

はないかなと思うので、要望すれば切りがな

いという中でも、やっぱり必要なものは遠慮

なくテーブルの上に出していただいていいん

じゃないかなというふうに思いますので、ぜ

ひ今後も言っていただければと思います。ど

こに頼めばいいのかというのをですね。 

 あと１点いいでしょうか。 

 

〇内野幸喜委員長 はい。 

 

〇前田憲秀委員 ゆっぴーメールの件でちょ

っとお尋ねしたいんですけど、10ページです

かね。 

 17ページには管理費で136万円というのが

載っているんですが、このゆっぴーメールの

登録者件数というのはわかりますか、どれぐ

らいなのか。 

 

〇佐藤生活安全部長 本年の４月末でござい

ますけれども、全部で登録者は、およそ２万

2,000人でございます。 

 

〇前田憲秀委員 これは、ふえている傾向な

んですかね、どうなんでしょうか、横ばいな

んでしょうか。 
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〇佐藤生活安全部長 昨年と比べますと、若

干減っております。 

 

〇前田憲秀委員 これは、例えばその登録者

の目標値みたいなのは、何か決められている

んですかね、これぐらいの方には登録しても

らいたいみたいな。 

 

〇佐藤生活安全部長 特段、目標値というの

は定めてはおりません。 

 ただ、当初このスタートが小さな子供ある

いは女性に対します声かけ、わいせつ事案等

を防ぐというような趣旨でやっておりますの

で、小学校等の保護者の方でありますとか、

あるいは女性の方ですね、等々の職場あたり

に働きかけをしまして登録をしていただくと

いうような要請は行っているところでありま

す。 

 

〇前田憲秀委員 最近は、高齢者の徘回の発

信も結構あるような気がするんですけれど

も、そのゆっぴーメールを、何といいます

か、その発信側ですね、例えば我が家のおじ

いちゃんが徘回したという、それは例えば警

察に相談があって、警察のほうで判断してゆ

っぴーメールで発信しているんですかね。基

本的な流れというのは。 

 

〇佐藤生活安全部長 認知症等の高齢者の方

が所在不明になられたという場合、警察に届

け出をしに見えます。その際、警察署のほう

から発信をしているところでございます。 

 

〇前田憲秀委員 今の高齢者のことも含め

て、このゆっぴーメールに全てをというわけ

にはいかないと思うんですけど、いろんな形

でこの住民の方、地域の方に周知をする仕組

みというのは、これから本当に必要じゃない

のかなというふうに思っています。当初は、

子供向けまたは女性向けということだったの

かもしれませんけど、管理費は136万だか

ら、それぐらいでもいいのかなと逆に思うん

ですけど、この点ももし有効に活用できるよ

うであれば、その登録者数の目標値あたりも

決めてやっていただいてもいいんではないか

なと、要望させていただきたいと思います。 

 

〇内野幸喜委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 ありませんか。 

 なければ、これで質疑を終了します。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 まず、議案等について教育委員会、警察本

部の順に説明を求めた後、一括して質疑を受

けたいと思います。 

 なお、執行部が説明を行われる際は、効率

よく進めるため、最初に一度立っていただい

た後、説明は着座のまま簡潔にお願いしま

す。 

 越猪高校教育課長。 

 

〇越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。着座のままで、説明させていただきま

す。 

 説明資料の２ページ、上段をお願いいたし

ます。 

 事務局費でございますが、109万6,000円の

増額でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 国庫支出金返納金でございますが、これは

高校生等就学等支援基金事業が平成26年度末

で終了することに伴いまして、その残額を国

へ返納するための返納金でございます。 

 なお、今回の返納金は東日本大震災に係る

被災児童生徒就学支援事業について、当初の

見込みより実績が尐なかったことによるもの

でございます。 

 以上でございます。 
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〇平田体育保健課 体育保健課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の２ページ下段をお願いします。 

 保健体育総務費でございますが、517万

2,000円の増額でございます。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 １の(1)新規事業スーパー食育スクール事

業でございます。本事業は、モデル校を指定

し体組成計等を活用して、学校における食育

が健康等に及ぼす効果について検証を行うと

ともに、その成果について普及啓発を図るこ

とで食育の一層の充実に資する事業でござい

ます。 

 今回の補正予算でお願いしました事業につ

きましては国の委託事業でございまして、財

源は全額国庫支出金となっております。 

 また、国からの募集内定等が27年度当初予

算要求後であったことから、今回６月補正で

お願いすることとなったものでございます。 

 以上でございます。 

 

〇西川施設課長 施設課でございます。着座

の上、説明させていただきます。 

 説明資料の３ページ上段をお願いいたしま

す。 

 繰越明許費繰越計算書について御説明いた

します。 

 １段目の項、高等学校費、高等学校校舎新

増改築事業費につきましては、翔陽高校既存

実習棟解体事業ほか２校の１億1,391万円余

を繰り越しております。 

 次に、２段目、高等学校施設整備事業費に

つきましては、熊本商業高校体育館アリーナ

天五改修工事、人吉高校管理棟外壁改修工事

ほか49校の４億6,000万円余を繰り越してお

ります。 

 最下段の項、特別支援学校費の特別支援学

校施設整備事業費につきましては、主に体育

館アリーナ照明器具落下防止工事10校などの

9,406万円余を繰り越しております。 

 以上、３事業の合計６億6,798万円余につ

きましては、主な繰り越しの理由といたしま

しては、学校行事や授業等によりまして工事

期間の調整が必要となったため、年度内の執

行が困難となったものでございます。 

 なお、繰り越しの66校のうち３校につきま

しては既に竣工しておりまして、13校につき

ましては夏休み明けの９月から10月までに竣

工する予定でございます。 

 そのほかにつきましても、早急に事業を進

めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

〇浦川義務教育課長 義務教育課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の３ページ下段をお願いいたしま

す。 

 繰越明許費繰越計算書について御説明いた

します。 

 英語教育改革推進事業費でございますが、

これは平成26年度末に国から示されました地

方創生先行分の交付金に係る事業でございま

して、2,218万4,000円全額を27年度に繰り越

して実施するものでございます。 

 義務教育課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

〇越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。着座の上、説明させていただきます。 

 資料の５ページをお願いいたします。 

 第23号議案は、熊本県育英資金の返還金に

関して行った、知事の専決処分に関するもの

でございます。これは、３人の債務者に対す

る訴えの提起に係る専決処分につきまして、

本議会において報告し承認をお願いするもの

でございます。 

 当課では、育英資金返還金の未収金対策の

一つとして、平成22年度から長期滞納者に対
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する法的措置として、支払い督促の申し立て

を行っているところでございます。 

 支払い督促は、県が裁判所に申し立てて、

裁判所から債務者に対し奨学金の一括返還を

命じてもらうものでございまして、最終的に

は債務者の財産に強制執行することも可能と

なるものでございます。 

 ５ページの２の専決処分の理由の前段にご

ざいますように、県が行った支払い督促に対

し、３人の債務者から異議の申し立てがなさ

れました。異議の申し立てがなされた債務者

について、後段枠囲みの中にありますよう

に、民事訴訟法の規定によりまして、支払い

督促の申し立て時にさかのぼって訴えの提起

があったものとみなされ、訴訟に移行いたし

ます。県が訴えの提起を行うには、本来、地

方自治法の規定により県議会の承認をいただ

く必要がございますが、このように法の規定

によりまして債務者からの異議申し立てと同

時に訴訟へ移行する案件につきましては、議

会で御審議いただく時間がないことから、今

回の事案につきまして知事の専決処分といた

しました。 

 このため、これを本議会に報告し承認をお

願いするものでございます。 

 高校教育課は以上でございます。御審議の

ほど、よろしくお願いします。 

 

〇福澤社会教育課長 社会教育課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の６ページをお願いいたします。 

 報告第12号議案といたしまして、熊本家庭

教育支援条例第11条の規定に基づきまして、

家庭教育支援の状況について御報告申し上げ

ます。議案として、６ページ以降のこの資料

を提出させていただいております。本委員会

では、詳細資料と概要資料を用いて御説明を

させていただきたいと思います。 

 まず、資料の31ページをごらんください。

31ページでございます。 

 31ページの下のほうにございます熊本家庭

教育支援条例の第２章、家庭教育を支援する

ための施策といたしまして、その第12条から

第17条に、県が果たすべき責務が規定されて

おります。 

 それでは、16ページにお戻りいただきたい

と思います。16ページをお願いいたします。 

 16ページからの資料は、条例のこの６つの

条文で示されました柱に沿って、平成26年度

に行ってまいりました各事業の取り組み状況

を記載しております。 

 続きまして、23ページをごらんください。

23ページでございます。 

 ここからは、同じく６つの柱に沿いまし

て、今年度27年度に取り組む予定の各事業に

ついて記載しております。非常に多くの事業

がございますので、その概要を御説明させて

いただきたいと思います。 

 行き来して非常に恐縮ですが、12ページを

ごらんいただきたいと思います。12ページの

概要資料をごらんください。12ページでござ

います。 

 平成25年４月１日の条例施行後、熊本家庭

教育支援条例連絡会議を設置いたしまして、

現在５部局15課で構成し、年２回連携と協力

に向けた会議を行っております。 

 まず12ページの、平成26年度の主な取り組

みとその成果について御説明申し上げます。 

 昨年度は５部局13課61の施策に取り組んで

まいりました。 

 以下、各柱ごとに事業の取り組みの例を示

しながら御説明させていただきます。 

 (1)の条例第12条に基づく親としての学び

を支援する学習機会の提供につきましては、

例えば社会教育課におきまして、くまもと

「親の学び」プログラム講座を市町村と連携

して進めております。県内1,225カ所で開催

いたしまして、６万5,427人に参加していた

だいております。保護者への学習機会や情報

の提供に取り組みました。 
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 (2)の条例第13条に基づきます、親になる

ための学びの推進につきましては、例えば私

学振興課において、高校の保育体験に関しま

して、高校生の交流体験を受け入れていただ

きました私立幼稚園23園に対して支援を行っ

ております。 

 (3)の条例第14条に基づく人材育成につき

ましては、例えば、高校教育課におきまして

県立高校家庭科主任の講習によりまして、家

庭や地域と連携した学校の役割を担う家庭科

主任の資質向上を図ったところでございま

す。 

 (4)の条例第15条に基づきます、家庭、学

校、地域住民等の連携した活動の推進につき

ましては、例えば社会教育課におきまして地

域教育コーディネーター活用補助事業により

まして、７市町村が家庭教育支援員を配置し

まして、相談対応や学習機会の提供などに取

り組んでおります。 

 (5)の条例第16条に基づく相談体制の整備

及び充実につきましては、例えば子ども家庭

福祉課におきまして、ひとり親家庭等支援事

業によりまして、ひとり親家庭の自立に向

け、就業や生活、養育など保護者の悩みへの

対応などを行っております。 

 (6)の条例第17条に基づく広報及び啓発に

つきましては、条例関係課が連携して家庭教

育推進フォーラムを開催し、家庭教育の功労

者及び優良団体の表彰、講演などにより県民

の意識の高揚を図っております。 

 続きまして、13ページの四角枠の中をごら

んください。 

 これらの施策を推進する中で、課題も明ら

かになってまいりました。我々として認識さ

せていただいております課題について、３点

申し上げたいと思います。 

 １つ目です。就学前の乳幼児の保護者を対

象としました「親の学び」プログラムの活用

につきましては、特に幼稚園、保育所等での

活用をより一層普及する必要があるというこ

とが１点目でございます。 

 ２点目は、高校生を対象とした「親の学

び」プログラムの活用を一層普及する必要が

あるということでございます。 

 ３点目。携帯電話、スマートフォンの普及

に伴うさまざまなトラブルを背景に、熊本携

帯電話・スマートフォンの利用５カ条を作成

また配布いたしましたが、携帯電話、スマー

トフォンに関する家庭でのルールづくりな

ど、家庭教育支援の観点から今後も現代的な

課題への対応に取り組む必要があることでご

ざいます。 

 これらの課題も踏まえまして、14ページ

で、平成27年度、今年度の主な取り組みにつ

いて御説明させていただきたいと思います。 

 (1)につきましては、「親の学び」講座の充

実を初め、消費生活に関する学習会や尐年非

行の未然防止など、４部局４課６の施策で推

進してまいります。 

 (2)につきましては、中高生を対象とした

「親の学び」プログラムを推進するととも

に、認知症対応へのサポーター養成や保育体

験など、４部局５課６施策で、次世代育成の

推進を図ってまいります。 

 (3)につきましては、「親の学び」講座を実

践する人材の養成をするとともに、幼稚園教

諭や保育士及び家庭科主任などの資質向上を

図るなど、３部局６課10施策で人材養成を推

進してまいります。 

 (4)につきましては、「熊本の心」を活用し

て県民の郷土愛や道徳心を高めるとともに、

学校と警察の連携による情報共有や街頭補

導、発達障害の特性に応じた支援など、４部

局７課11施策で進めてまいります。 

 (5)につきましては、スクールソーシャル

ワーカーやスクールカウンセラーの配置や派

遣のほか、ひとり親家庭の支援を行うなど、

４部局７課14施策で相談体制の充実を図って

まいります。 

 (6)につきましては、市町村と連携してフ
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ォーラムを開催するとともに、発達障害に対

する理解や人権意識の向上に努めるなど、５

部局10課19施策で広報啓発を図ってまいりま

す。 

 続きまして、15ページの四角の枠の中をご

らんください。 

 先ほど説明申し上げました、昨年度我々と

して抱えております課題を踏まえまして、そ

の解決、解消に向かうよう本年度の取り組み

の一つをまとめております。３点御説明しま

す。 

 「親の学び」講座の充実のため、県内の幼

稚園、保育所の３園をモデル園に指定しまし

て、例えば父親講座や毎月の連続講座など、

効果的な家庭教育支援のあり方を福祉部局と

連携しながら研究実践し、その成果を幼稚園

や保育園を所管する市町村の教育委員会や福

祉部局など関係機関へ提供いたします。 

 ２点目でございます。高等学校について

は、県立高校１校を指定校に位置づけまし

て、生徒を対象に「親の学び」プログラム次

世代編を家庭科の授業や特別活動で取り組む

ことを通して、高等学校教育における効果的

な活用を研究実践し、その成果を県内全ての

高校へ広めていくこととしております。 

 ３点目でございます。携帯電話、スマート

フォンの普及に伴う現代的課題の対応や親子

のコミュニケーションなどを促すため、親子

学習活動を初め、社会教育関係３団体への委

託を予定しているところでございます。 

 以上のとおり、今年度は５部局15課で連携

協力して取り組んでまいります。 

 また、各部局で行われます各種施策、事業

において、家庭教育の視点も意識して、か

つ、それぞれの施策において市町村と協力し

ながら取り組んでいただくとともに、課題が

見えてきた事項につきましては、その解決に

向けた取り組みを検討してまいりたいと考え

ております。 

 御審議のほど、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

〇内野幸喜委員長 引き続き、警察本部から

説明をお願いします。 

 甲斐首席監察官。 

 

〇甲斐首席監察官 監察課です。着座の上で

失礼します。 

 監察課からは、第24号議案及び報告第８号

議案について御説明をいたします。 

 資料は、３ページになります。 

 まず、第24号議案専決処分の報告及び承認

についてでありますが、これは警察官の交通

指導取り締まりに伴う車両の損傷に係る損害

賠償事案の和解及び損害賠償額の決定に関し

御報告の上、その御承認をお願いするもので

あります。 

 本件は、昨年11月18日午後２時38分ごろ、

熊本市中央区黒髪の国道３号線において、警

察官が携帯電話使用等の交通指導取り締まり

に従事中、使用違反の疑いのある普通自動二

輪車を停止させようとしたところ、停止を求

めた警察官の姿に驚き転倒した相手方に損害

を与えたものです。 

 本件の交通指導取り締まりは、警察官４名

が現認係、停止係など役割を分担し行ってい

たものですが、原因は警察官がバイクを停止

させる際、バイクの速度から転倒の危険を予

測して停止回避等の措置を行うべきだったこ

とと、相手方の脇見が考えられます。 

 今回の責任の度合いは、現場における検分

及び担当弁護士からアドバイスをいただき検

討した結果、相手方の注意義務違反は軽微

で、警察官の責任割合が大きいと判断してお

ります。 

 次に、報告第８号議案専決処分の報告であ

ります。 

 これは、県警察の公用車事故に係る専決処

分をさせていただいた13件の損害賠償事案の

和解及び損害賠償の決定に関し議会へ御報告
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させていただくものであります。 

 それぞれの事故の概要は６ページ以降に記

載させていただいておりますが、13件中11件

が物損事故で、残りの２件は軽傷の人身事故

となっております。 

 また、13件中、警察側の過失が大きい事故

は７件で、全て自動車保険で対応しておりま

す。 

 今後も引き続き事故防止に関する意識啓

発、指導教養及び運転訓練等、実効ある対策

に取り組んでまいります。 

 以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 以上で付託議案に関する

全ての説明が終了しましたので、質疑を受け

たいと思います。 

 質疑を受けた課は、課名を言って座ったま

ま説明をお願いいたします。 

 それでは、質疑はありませんか。――あり

ませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 なければ、これで質疑を

終了します。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れました議案第１号、第23号及び第24号につ

いて一括して採決したいと思いますが、御異

議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外２件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外２件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査とすることを議長に申し出ることと

してよろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。その他で、委員

から何かありませんか。はい、溝口委員。 

 

〇溝口幸治委員 教育委員会にお尋ねをいた

します。 

 ことし教科書採択の年ですが、県で決める

分ですね、県立の中学校、高校の分、一貫校

の分ですが、前回のときには当時山本教育長

が副教材を育鵬社にということで、教材を初

めて採用されました。そのときに、非常にバ

ランスがとれて使い勝手がいいんだというお

話をされましたけど、これまで副教材を使用

してみての県としての効果というか、そうい

うものを１点お聞かせをいただきたいという

ふうに思います。まず、その点をお願いいた

します。 

 

〇越猪高校教育課長 育鵬社の教科書を副教

材として現在使用しておりますが、現代の社

会が抱えます課題につきまして、生徒たちの

多面的、多角的な学習の機会や思考の深まり

を促すことができるという、そういう教育的

な効果を期待してのものでございました。 

 県立中学校の３校からは、教育出版の教科

書で生徒の興味、関心を高めるとともに、基

礎的、基本的事項をしっかり身につけさせた

上で副教材を用いてさまざまな見方があるこ

とを生徒に提示することによりまして、より

深い考察を促すことができたというふうに報

告が上がってきているところでございます。 

 県教育委員会としましても、一定の成果が

上がっているというふうに考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 
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〇溝口幸治委員 あとは教育委員会の責任と

権限で決められますので、これ以上申し上げ

ませんが、しっかりとまたその副教材で効果

があったことも含め、ことしどうするのかと

いうことをきちっとまた議論して決めていた

だきたいと思います。 

 ちょっと教科書採択の件で心配している点

が１つありまして、静ひつな環境を保つとい

うのは、まあ過去の教科書採択のときにも請

願を上げて、とにかく教育委員会のそれぞれ

の市町村の採択にかかわる方々が静ひつな環

境で選んでいただくというようなことをお願

いしてきました。 

 私の地元だけかもしれませんが、特定の教

科書、この教科書は選ばないほうがいいだろ

うというような動きをされる団体がいらっし

ゃって、そういうのが地元の新聞なんかにも

載っています。おそらくそういう活動もある

んだろうと思いますが、特定の教科書を選ぶ

なというのは、ちょっと行き過ぎかなと思い

ますので、そういった動きに負けないよう

に、また県警のほうは過激な運動等にはきち

っと対応していただくように、ぜひ要望して

おきたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

〇小杉直委員 長時間、皆さんお疲れのとこ

ろを済みませんが、せっかくの機会ですの

で、教育委員会に１点、警察本部に１点お尋

ねします。 

 その前に、今、溝口委員が教科書問題につ

いて意見をおっしゃったが、私も同感でござ

いますので、よろしくお願いします。 

 教育委員会のほうは、教育長にお尋ねしま

しょうかね。 

 「元尐年Ａの手記」、これがセンセーショ

ナル的に今いろんな話題になっております

が、熊本県の教育委員会は、図書館に置くか

置かないかについては、どういうふうな考え

方を持っておられますかな。 

 

〇田崎教育長 図書館でのどういう本を置く

かということについては、図書館の中につく

られました委員会で決定することになります

けれども、図書館長と今話しておるといいま

すか、図書館長から聞いておる情報によりま

すと、いわゆる図書館で買って置いておくと

いうような、今のところはそういうことは考

えていないというようなことで聞いておりま

す。 

 

〇小杉直委員 先般ある新聞の調査結果で

は、熊本県は検討中というふうになっておっ

たわけですが、これは私は出版とか言論の自

由を、何といいますか、それは非常に尊重し

ておるわけですが、かといって、本当に残酷

非道な、尐年時代にあのような事件を起こし

た、成人になった尐年が手記を発行するとい

うことは、被害者あるいは関係者に対する大

変なやっぱり心理的なダメージを与えると思

いますので、私個人としてはこれは公立の図

書館に置かないようにしていただきたいとい

うふうに要望しておきます。 

 次に県警本部ですが、これはどうしようか

なと思いましたけれどもね、会計課長の松岡

さんでもいいし、佐藤部長でもいいし黒川部

長でもいいわけですが、警察官の制帽ですた

いな。このパンフレットをこう見ましても、

ほとんどやっぱり制帽をかぶった活動状況で

すもんね、これ。そうすると、やっぱり今ま

でお話がありましたように、前田委員からも

増員すべきだというふうな話もあったわけで

すが、このころ刑法犯も交通事故も減尐し、

九州一尐ない警察官の数で、これだけの成果

を上げておられるということは、県民の協力

も当然得ながらされておられて、それに対し

てはもう深甚なる敬意を表するわけですが、

佐藤部長の説明の中にあったように、若い警

察官が40数％ですか、そういう中でほとん
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ど、見ておりますと交番の方々は略帽なんで

すね。だから、やっぱり警察官の威厳とか威

信とか、あるいは警察官らしさというとを出

していただきたいなと思うわけですよ。とい

うのが、交通指導員なのかガードマンなのか

交通誘導員なのか郵便局員なのかわからない

ときがありますもんね。５年前に小泉総理に

直訴した覚えがございますが、それでも改善

はできない。以前の本部長にこの問題を本委

員会で取り上げたいと、制服問題を言いまし

たけれども、それはもういろんな事情で遠慮

したわけですが。 

 制帽の問題に戻りますけれども、もう尐し

制帽をかぶせていただく、警察官らしいとい

うふうなことにはできませんでしょうか。 

 

〇佐藤生活安全部長 今、委員御指摘ありま

したように、地域警察官、現場で活動してい

る制服警察官ですけれども、基本は制服制帽

という形でやっておりますが、いろんな事案

等に対処する、いわゆる初期的な対応をして

いくというようなことで、現在はこれは警察

庁のほうから訓令等でもありますが、地域警

察官においては活動服あるいは活動帽の着用

を認めるというような指示が出ております。 

 本県におきましてもこれを受けまして、通

常の制服にかえまして活動服、原則は制帽と

しております。ただし、いわゆるパトの乗務

員、パトカーの乗務員あるいはいわゆるミニ

パトと言われます小型軽量車、さらにはいわ

ゆる警ら、パトロールをする際にバイク、単

車、自転車等を使っておりますが、こういっ

た場合においては略帽を認めるというような

指示を出しております。といいますのが、や

はり一旦現場に出ますといろんな事案があり

ます、110番等の指示もございます、そうい

う中で現場で被疑者の検挙あるいは追跡追尾

等々を行う必要がございますので、どうして

も通常の制帽ですと……。 

 まあ、威厳があるというようなことで委員

御指摘ありましたが、逃走する被疑者等を追

う場合にはやはり略帽のほうがつけたまま、

そのまま走っていけるというような機動性も

ございますので、そういうふうな指示をして

いるところでございます。 

 御理解をいただければというふうに思いま

す。 

 

〇小杉直委員 よくわかります。ただ、私も

テレビ等でよその県警の事案を見ますと、や

っぱり東京警視庁を含めて都会の警察官はい

ろんな現場でも制帽の人が結構多いんです

ね。熊本県警は、もちろんパトとかそういう

人たちは略帽といいますか、それでもいいわ

けですが、兼ね合い、バランスの問題がある

と思うんですね。しかし、しかし制帽をかぶ

って走っていって犯人を追っかける中で帽子

が吹き飛んだ、そういう姿勢の中で捕まえて

いくというのも、私は一つの格好よさといい

ますか、警察官の職務執行の強さというか出

てくるわけですが、要望しますけれども、と

きどき警察幹部の方には個人的には言うこと

がありますけれども、なかなか公には初めて

だし。 

 もう１つ、交通指導取り締まりのときに、

やっぱり交通指導員なのか警察官なのかわか

らない、似たような制服でしょう。あのとき

も、やっぱり白の手袋ぐらいはめて誘導され

るのがいいような気がしますけどね。これは

要望にとめておきます。お聞きいただいて、

ありがとうございました。 

 

〇内野幸喜委員長 ほかありませんか。 

 

〇荒木章博委員 教育委員会と警察のほう

に、ちょっとあります。 

 今、他県では先がけてインターナショナル

セーフスクール、それとアンガーマネジメン

トという、要するに怒りとかを抑える教育の

あり方、教育委員会においてはそういう暴力
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とか体罰とか、また学校におけるいろんな不

祥事については、何らかの基本的原因があ

る、そういうところの教育が今盛んになって

いるように見受けられますけれども、県の教

育委員会としてもそういう問題にはどういう

ふうに取り組んでいかれるのか、ちょっとお

尋ねしたいと思います。 

 

〇平田体育保健課長 今、荒木委員のほうか

らございましたインターナショナルセーフス

クールといいますのは、ＷＨＯの地域安全推

進協働センターというところが推進している

事業でございまして、国際的認証活動の一つ

でございます。 

 本県は、このインターナショナルセーフス

クールというのは現在やっていないところで

ございますが、現在いろんな取り組みあたり

を収集しまして、本県におきましても安全教

育の研究指定校等は取り組んでおりますの

で、そういった取り組みを反映したいと思っ

ております。 

 また、アンガーマネジメントにつきまして

は、ことし体育主任の研究会、高校の体育主

任研究会の中で、講師の方を招きまして講習

会を実施いたしました。 

 また、運動部活動の指導者研修会も本年度

６会場でやりますが、その中でも講師として

お願いして、そういった取り組みをやってい

きたいと考えております。 

 

〇荒木章博委員 私も、豊島区の区長さんや

ら教育長さんと２時間ほど、このＷＨＯの認

証に向けてのＤＶＤとか、もう課長にはお渡

ししていると思うんですけども、そういった

心のケアとか、そういう教師の今の考え方と

か、そういうのが今、要するに暴力も含めて

今スポーツのほうではそれを、マネジメント

をやっておられるということですので、今後

もこの２つ、ＷＨＯの世界の認証機関ですか

ら、熊本県もそういうことも、今後この２点

について取り組んでいただきたい、かように

思います。 

 それと県警本部には、この前選挙違反もか

なりあり努力されて、連休の日も本当に担当

の方たちは、池部刑事部長さんを初め大変な

思いで、休みも返上して取り組まれた。心か

ら私たちは敬意を表したいと思います。 

 新聞を見ますと、ある方が言っておられる

には、飲み食わせしなければ議員にはなれな

いというようなことを言っておられた。議員

は飲み食わせせな、そがんなものは全部、議

員なおらぬごとなる、そういうようなことを

書いてありました。私も９回選挙しています

けど、まあ８勝１敗ですけども、そういう認

識では全くないんです。やっぱり私たちは１

月には書類が来ます、選管から。もう３カ月

なりましたら、特に自粛をしてくださいとい

う的な、よく覚えていませんけど、そういう

のが来ます。やっぱり法の規定の中のルール

を守ってやるのが私は選挙だというふうに思

いますので、非常にそういう新聞記事は、私

たちは誰もおらぬごとなる、そういうのは全

く私たちにとっての、ここにおられる先生方

もそうだと思うんですけど、失礼なことだと

いうふうに思いますので、今後も県警の皆さ

ん方もより以上にいろんな、選挙違反だけで

はなくて、いろんな件に当たっても頑張って

いただきたいと思います。 

 ただ、１つだけ私も要望がありますのは、

私も９回選挙をしまして、選挙事務所をつく

ります。そうしたら40メートル先にパトカー

がとまっているんですよね。パトカーがとま

っておるけん何だろうかと思ったら、一旦停

止をするわけですよ。それも期間中じゃなく

ても、期間中にやるもんだから、私の選挙事

務所の前ば通って、わあっとサイレンを鳴ら

して捕まえに行かれるわけですよね。だか

ら、やっぱり、そういう一旦停止とかそうい

うのは常時されていると思いますけど、その

短い時間のやっぱり、何であそこにパトカー
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とまっておるとですかと言うて、見張られて

おるとですかとか言うて、地域の人たちはい

つもいるからわかるんですけどもね。そうい

ったところは尐しやっぱり考えていただかん

なと。期間中ですから、告示が入ってです

ね。それは管轄は南署のほうだというふうに

思いますし、期間中は違いますかね、４月に

入ってからですからね。だけん、これはひと

つ要望しておきたいと思います。 

 もう１点は、最後に県警本部長にこれはお

礼を申し上げないかぬ。 

 と申しますのも、剣道の世界選手権が29、

30、31。私も５日間、各国のチームが来てい

ますから、食事会に行きました。そして熊本

から７人、出身の選手が20名の中の男子10

名、女子10名の中で男子が４名、女子が３

名、合計７名の熊本県選出の選手が大活躍を

しました。そして西村選手、渡邊選手そして

山田。これは高校３年生のときに選ばれたん

ですけど、私もこの４人の人とは同じ剣道を

ともに学んで、正代あたりも神奈川県警に行

っていますけれども、１回武蔵の剣道大会に

宮崎兄弟を熊本に呼ぼうといって神奈川県警

の本部長にお願いしたら、神奈川県警の本部

長室に宮崎兄弟が呼ばれた。そして熊本に来

て、何で本部長を知っとんなはるとですか、

私は本部長室に行ったことはありませんと言

うわけですよ。あんた日本一になったって、

本部長室に行ったことはなかとな、はい、日

本一になったときでも本部長室には入ったこ

とはありませんということで、やっぱり本部

長室に行って、テレビカメラが入りました。

私はあれを見て、本当に感動したんですよ。

やっぱり本部長がああやって、やっぱりそう

いう部下を奨励をする、頑張ったと奨励す

る、これは大事なことだと僕は思うんです

よ。 

 だから、この前韓国チームが熊本に合宿し

たんです。そうしたらナショナルチームの男

子メンバーが全部来ました。そして九州管区

の機動隊が100人ばかりかが、長崎、鹿児島

など、全部来て試合をされましたけど、私も

そういう努力をしたからと韓国剣道連盟から

初めて表彰を受けたんですけども、そういっ

た中でやっぱり術科のそういうメンバーを表

彰されたりということに対して、本当に心か

らお礼を申し上げたいと思います。 

 今後も何か機会あるたびに激励をいただく

と、その巡査の人たちもやっぱりますます励

みになり成長していくんじゃないかというこ

とで、きょうは本部長にお礼を申し上げま

す。本当にありがとうございました。 

 以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 ほかにありませんか。 

  （「ありません」、「いいですか」と呼ぶ

   者あり） 

〇溝口幸治委員、済みません、ちょっと意見

書の提案について皆さん方にお諮りをしてい

ただきたいと思います。 

 過去にも、この委員会で議論をしてきまし

たけども、尐人数学級やチームティーチング

のほか特別支援学級のある学校への教員の加

配配置などというのは、この委員会でも議論

になって、市町村教育委員会と連携して県で

も取り組んできていただいているところであ

ります。 

 こうした中、小学校の教職員の定数につい

て、平成36年度までに全国で約２万4,000人

の削減が可能で、定数合理化計画の策定を検

討すべきとの財政健全化計画に関する建議と

いうものが出されました。このことは我々が

今まで議論してきた中で、ただ単に数を減ら

せということについてはなかなか受け入れる

ことができないというふうに思っています。 

 また、きょう閣議決定予定だと聞いており

ますが、骨太方針の素案についても、国が各

都道府県に教職員定数の見通しを示して、そ

れに基づき計画的に教職員を採用、育成、配

置することとされています。この国が示す教
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職員定数の見通し次第では、実質的な定数合

理化につながるというふうに懸念をいたしま

すので、我々がこれまで取り組んできて特別

学級の加配の努力なんかというものが後退す

るんじゃないかということを非常に心配をし

ております。ですから、この委員会で国に対

して小中学校の教職員定数の適正配置及び改

善を求める意見書の提出をぜひ提案したいと

いうふうに思います。 

  （「賛成」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 今、溝口委員から意見書

提出についての御提案がありましたが、意見

書案を配付していただきたいというふうに思

います。 

  （意見書案配付） 

〇内野幸喜委員長 書記から意見書を読み上

げさせます。 

 

〇甲斐議事課主幹 では、読ませていただき

ます。 

    小中学校教職員定数の適正配置及び

    改善を求める意見書（案） 

 次代を担う子どもを健やかに育むこと

は、日本国民全体の思いである。教育は国

家百年の計であり、人材が最大の資産であ

る我が国においては、教育の充実は未来へ

の投資である。 

 近年、学校を取り巻く環境が複雑化・困

難化し、教員に求められる役割も拡大する

中、教員が授業等において、児童生徒への

指導及び支援に専念できる環境をつくるこ

とが求められている。一方、いじめ・不登

校問題の顕在化や、学習障害（ＬＤ）や注

意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）などの児

童生徒の増加、貧困による学力格差の問題

など現代的な教育課題は増大している。 

 これら教育課題に適切に対応するため、

本県では保護者・学校現場の要望を踏ま

え、市町村教育委員会とも連携して、習熟

度別等により尐人数化して指導を行う尐人

数指導やチームティーチングのほか、特別

支援学級がある学校への教員の加配措置な

ど、これまで教職員が児童生徒一人一人と

向き合うことのできる環境整備と指導体制

の充実に努めてきたところである。 

 こうした中、６月１日、財政制度等審議

会では、義務教職員定数について平成36年

度までに教員約４万2,000人の削減が可能

であり、定数合理化計画の策定をすべきと

の「財政健全化計画等に関する建議」がな

されている。このことは、地域の声や実情

と相反するものであり、県として到底受け

入れることができない。 

 また、６月22日に開催された経済財政諮

問会議で示された「経済財政運営と改革の

基本方針2015（仮称）（素案）において

は、尐子化の進展を踏まえた予算の効率化

を基本方針として、尐子化の進展及び小規

模化した学校の規模適正化の動向を踏ま

え、国が各都道府県等に教職員定数の見通

しを示し、これに基づき計画的に教職員を

採用・育成・配置することとされている｡

この国が示す教職員定数の見通し次第で

は、実質的な定数合理化につながることが

懸念される。 

 よって、国におかれては、本県の実情を

勘案され、これまでのきめ細やかな指導が

後退することなく、子どもたちの夢をかな

える質の高い教育環境の整備に向けた取り

組みを進めるため、尐人数指導やチームテ

ィーチングの推進、特別支援学級や複式学

級の学級編成基準の引き下げなどを含む定

数改善計画を策定され、確実に実施される

ことを強く要望する。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意

見書を提出する。 

 以下は省略します。 

 

〇溝口幸治委員 意見書の案文については今

のとおりですが、きょうは閣議決定が予定さ
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れていますので、閣議決定された際には、

今、下線を入れてある部分を除いて括弧書き

の部分を加えると。閣議決定の内容次第で

は、ちょっと文言の修正も要るかもしれませ

んので、そういったものも含めて委員長にお

願いをしたいというふうに思います。 

 

〇内野幸喜委員長 はい。（「ちょっと提案」

と呼ぶ者あり）はい。 

 

〇小杉直委員 この２点、見出しと文章の間

をもうちょっとあけて、この題がどういう題

だとわかりやすくするということが１点と、

真ん中の「こうした中、６月１日」云々と書

いてありますが、平成27年６月１日と「年」

を入れたほうがいいんじゃないですかな。 

 以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 はい。 

 ほか、この意見書案について何かありませ

んか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 はい。それでは、委員会

から議長に意見書案の提出をしたいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 はい。御異議なしと認

め、この意見書案により議長宛て提出するこ

とに決定しました。 

 なお、先ほど溝口委員から説明があったと

おり、本日閣議決定が見込まれておりますの

で、修正があった場合は委員長に一任という

ことでよろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 それでは、修正した意見

書案を委員長名をもって議長宛て提出したい

と思います。 

 以上で、本日の議題は全て終了いたしまし

た。 

 最後に、要望書が２件提出されておりま

す。各委員への事前配付の資料では１件とな

っておりましたが、配付後に１件追加されて

おります。 

 なお、その追加の１件については、提出者

が「熊本ＹＭＣＡ」と表記されております

が、「熊本ＹＷＣＡ」の誤りですので、訂正

をお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして第２回教育警

察常任委員会を閉会します。 

  午後２時38分閉会 
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